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（一）




「ああっ、ぃやぁ……やぁ……。だめっ……やめちゃ……だめっ……ああっ……」

　ぷっくりと膨れた雌芯を指の腹で撫でられ、転がされて快感が高まるが、絶頂がやってくる寸前でその動きは怠惰になった。

　そうやって焦らされているうちに、私は我を忘れて悶えた。

「イキたいならそうお願いしろよ」

　何度も執拗に感じる場所を愛撫され、蕩けた思考にとどめを刺される。

　私は従順だった。彼氏の命令に逆らえるわけがない。

「い、イカせて……ください……」

　掠れた声で告げた刹那、先輩は私の股の間に顔を埋めた。

「ぁ……も、もぅ……だ、だめぇ」

　つま先まで強烈な電流が流れたみたいに痺れ、体が痙攣し上下する。

　肌から汗が噴き出し、脳を蕩かす濃密で官能的な匂いに何も考えられなくなった。

　じゅる……ずずっ――ドクドクと溢れ出す蜜を吸い取られ、感じやすい場所を舐められる淫靡な水音が、今何をされているかを私に自覚させる。羞恥に反応して背筋が震えたと同時に瞼の裏に星が飛ぶほどの快感が突き抜けた。

　背筋を弓なりに反らせ、その強い快感に耐える。声さえ出せずに、口で息をするので精一杯だ。

　何度目かわからない絶頂感に意識が朦朧とする。

「茉奈まな」

　低く響くバリトンの、大好きな人の声で名前を呼ばれると、ゾクッと甘い快感が背筋を震わせた。

　私の体はなんて正直なのだろう。こんなに素直に反応してしまうなんて……。

「せ、先輩？」

　かすかに聞こえるほどの掠れた声しか出なかった。

　クスッと耳元で先輩が笑ったから、息がかかってくすぐったい。それも即座に快感に変換され、子宮の辺りがジンと痺れた。

「いつまでたっても茉奈は俺のことを先輩って呼ぶんだな」

　クスクスとからかうように笑われるその振動も私を悶えさせる。

「だ、だって……」

「そんなところも可愛いよ」

　耳を食まれ、舌先で耳殻をたどるように舐められ、いやいやをするように首を振って快感から抜け出そうとした。

　腰が痙攣したように小刻みに震えると、蜜が溢れ出す。その感触にさえ感じてしまう。それほどドロドロに蕩かされている私の体は、先輩に従順だった。

「も、もう……き、きて……」

　クスリと悪戯な笑い声が鼓膜に響く。

「どうして欲しいか、言えよ」

　快感のバロメーターが一気に上がるほど、この言葉に弱い。そうなるように調教されているみたいに……。

「ほ、欲しい。欲しいの……せ、先輩の……で……むちゃくちゃに……し、して……」

　ここまで切羽詰まっていなければ言えない恥ずかしい言葉。それを口にして、自分の耳に届くと余計に羞恥が増して快感が膨らむ。

「ほんとはもっとエロいこと言わせたいけど、俺ももう限界」

　そう言うと、熱い塊を秘部に感じた。その生々しい感触はすぐに強烈な快感となり、私の胎内を突き刺した。

　声が出ないように唇を噛んで堪えるが、喉から甘い呻き声が漏れる。

　これから自分がどうなるのか、よく知っている。

「んふぅ……んんっ……あ、あああ――」

　喘ぎ声は次第に泣き声のようになり、私は本当に涙を流していた。

　辛いからじゃない、悲しいからでもない。快感が強すぎて、そしてそれを与えてくれるのが大好きな先輩だから。幸せすぎて涙が出るのだ。だって、先輩が私を求めるとき、私は先輩を独り占めできるのだから――こんな幸せな時間はない。

　だから先輩にもっと私の体に、この行為に、夢中になってほしかった。だって彼は私には不釣り合いなほど素敵な人だから。とても頭が良く、スポーツマンでリーダーシップがあり、カリスマ的で……男としての魅力のすべてを手にしたようなアルファタイプ。容姿もその特徴がよく出ている。少し硬い漆黒の短髪。長身で均整の取れた筋骨隆々な体躯。精悍な顔立ち。自信に満ち溢れた風貌から、マイナス点など見受けられない。

　そんな人が、どうしておっとりしていて童顔の冴えない自分を選んでくれたの？

　そんなふうに不安に感じてしまうほど、私はごく普通のどこにでもいる一般的な女子高生なのだ。

　中肉中背、丸顔なせいで幼く見えるのがコンプレックス。頭もそれほど良くないとわかっているから並々ならぬ努力が必須。まったく冴えない。

「茉奈……集中しろ。俺のことだけを考えろ。そうでないと、もう……会えなくなるよ」

　会えなくなるよ――その言葉が脳裏にこだまし始め次第に大きくなる。

　まるで耳鳴りのように反響し始め、それは激しいベルの音に変わった。

　ジリリリリ――――――

　けたたましい、イワユル目覚まし時計の音にスマホの振動音が重なって、絶妙な効果音になっていた。

　手を伸ばし、スマホを手に取る。

　何度かスワイプするが、寝ぼけているから、上手くいかない。

「ああ、もうっ」

　ここで目を開けて念を込めて指に力を入れてスマホの画面をスワイプすると、やっとのことでアラームは止まった。

「ああ、もう、なんなの？　なんでこんな……夢」

　過去、高校生の頃のエッチな場面が夢に出てくるなんて。その余韻が残っている体は熱く、頬まで火照っている。

「先輩なんか……夢に現れないでよ、もういい加減、消えて――」

　未だに払拭できずにある痛みを胸の辺りに感じ、そこに手を置いて沈めようとした。こんなふうに痛みを感じるのは『捨てられた』ことへの恨みなのだろうか……？　私は確かに先輩に夢中だった。それも仕方ないと今なら思う。なぜなら、初めての彼氏は皆が憧れるほどのスパダリだったのだ。

　海外留学することさえ告げられず、ある日突然姿を消すような別れ方をされたとしても、皆の憧れの人が彼氏だったんだからいいじゃない。――と、女友達全員に諭された。

　その事実を昇華できずに十年が過ぎ、未だにあの頃の夢を見るということは……私に問題があることの証しなのかもしれない。

　後にも先にも、彼氏がいたのはその頃だけ、しかもたったの一年三ヶ月という付き合いだった。

　それなのになんでこんなに引きずるの……？　自分に問いただしても答えは返ってこない。

　きっと理由も告げられず捨てられるように姿を消されたフラストレーションのせいだ。私はいつもの結論で納得することを選んだ。

「あーあ。もういい加減消えてよ。先輩」

　いつまでたっても元カレをあの頃のように『先輩』と言ってしまう自分自身にも問題があるのかもしれない。まったく成長していない証しなのでは……？

　三十路一歩手前だというのに情けない。

「しっかりしなくちゃ。茉奈。今日は新営業部長が就任する日なのだから、仕事できますアピールするのよ！　よしっ」

　気合いを入れると、ベッドから飛び出して、バスルームへ向かった。




　都内に一人暮らしをして二年になる。

　１Ｋの二十平米しかない部屋は狭いけれど私にとっては快適だ。恐怖の渋滞ラッシュから逃れられればどんな狭い部屋だろうと我慢できる。なぜなら、ただ寝に帰るだけだからだ。

　私の生活は仕事がメインになっていて、最悪カプセルホテルでもいいとさえ思えるほど、私生活は潤っていない。

　会社には二十分で到着する。

　自社ビルを構える大手下着メーカーに勤めて七年が経とうとしていた。大学卒業後就職した下着メーカーは決して大手ではなかった。それがここ最近めきめきと業績を伸ばし、海外進出を始めるほど急成長したのだから、私にとって運が良かったと言える。

　営業部に海外事業部を新たに設け、ＭＢＡ取得者で海外経験のあるエキスパートを営業部長に引き抜いたともっぱらの噂だ。その噂の中心である新営業部長は本日初出勤となる。

　いやはや、会社もなかなか本気である。

　そんなすごい人が営業部の部長に就任するとなると少し怖い気もするが、会社が世界進出する現場を経験することができるのは、またとないチャンスに違いない。

　なにせ、三十路手前の私にとって仕事は生きていく糧なのだから。独りで生きていく覚悟を決めたなら、キャリアを積むことこそこれからの人生を左右するのだ。

　結婚退職をする同僚をうらやましく思うこともなくなった。もう私以外誰も同期で未婚者はいないのだ。女子は私以外結婚退職し、残っているのは男性社員で同じ営業部の小池こいけ君しかいない。そして彼は既婚者である。

　エレベーターに乗り、七階のボタンを押す。

　満員のエレベーターを避けるために常に早めに出社している。電車も空いているから好都合だった。

　フロアに着くとすでに会社のドアが開いていることに気づく。いつも私が一番乗りなので、不意を突かれてしまった。

　今日はさすがに営業部長が初出勤するから早めに出社して準備している人がいるのかもしれない。社長秘書とか？　そう考えた瞬間、脳内、いや、私の細胞すべてが『拒絶』の反応をし始める。社長秘書の本田ほんださんがどうも苦手なのだ。だからか、慎重に社内に足を踏み入れた。

　シン――と静まりかえった社内はいつも通りに思える。

　そろそろと足音を殺して、と言っても絨毯なので足音などしないのだが、自分の席に着く。

　入り口近くに営業部があることで、目立たずすぐに席に着けることにこれほど安堵を覚えたことは今までなかったかもしれない。

　一応席に着く前に全部署に目を向けて誰かいるのかを探ってみたが、私以外に誰かがいる気配はなかった。

　ということは……ああ、きっとそうだ。新営業部長が社長室にいるのだ。苦手な本田さんもそこにいるに違いない。

　営業部長の部屋が見えるほど近くに私の席はある。もし、新営業部長が社長室にいるなら、営業部長の部屋に遅かれ早かれやってくるに違いない。

　ここは、気配を消しておとなしくしているに限る。

　とりあえずパソコンの電源を入れ、立ち上げる。

　待っている間に、残されているメモを確認していく。営業部には四人営業がいてそのアシスタントを私はこなしている。

　海外担当はまだ決まっていない。

　海外進出というベンチャービジネスを起動しようと言うのだから、皆戸惑っているのではないだろうか。

　海外事業部を設けるためにヘッドハントした部長が、営業部も統括することになり、古参の営業部長は格下げになる。かなりデリケートな状態だ。

　格下げ――その言葉に切なくなってしまってため息が漏れてしまう。

　その時、社長室のドアが開き人が出てくる気配がした。

　私は隠れるように咄嗟に額が机につくほど頭を下げた。デスクにあるパーティションで私自身は隠れているはずだが、背中に負担がかかりかなり辛い。

「草壁くさかべ部長、では部長室に案内いたします」

　社長秘書の本田さんの声だ。

（やっぱり、新営業部長だったんだ。しかも草壁？）

　今朝の悪夢が脳裏をよぎる。なぜなら元カレの苗字と同じなのだ。

（元カレの夢を見た日に元カレと同じ苗字の上司が就任するってどうなの？）

　悪い予感しかしない。胸騒ぎがして指さえ動かせなくなるほど私は硬直していた。

　目と鼻の先の営業部長の部屋からはパーティションで私の席自体は隠れているが、少し体をずらせば、ここから丸見えだった。

　チラチラと盗み見るが、誰も私に気がついている様子はない。再度盗み見たその時、新営業部長らしき人が何か人の気配を感じたように私のほうに振り向いた。

　彼は背中を向けていたのに、どうして気づいたの……!?

　パニックが突然襲いかかると人はとんでもない行動に出るものなのだろうか？　私は即座に席から立ち上がっていた。

「あ、あの、営業事務の片倉かたくらと申します。よろしくお願いします」

　四十五度に礼をしたまま微動だにできない。

　もちろん営業部長の顔など見れるわけがなく、どんな表情をしているのかなど知りたくもない。

「片倉さん、草壁です。どうぞよろしく」

　低く響くバリトンの声が脳に警笛を鳴らす。背筋に甘い痺れが走ったと同時に体が硬直した。

　顔を上げられないままの状態で身動きできない。

「片倉さん？」

　冷たい社長秘書の声に我に返った。

　ぱっと顔を上げた視線に入り込んだ人を見て息を呑む。

　精悍で聡明、年齢より落ち着いた感じや、黒髪短髪も私の知る『先輩』そっくり。しかも体躯まで似ている。目を見開いたままこの現実を受け止められなくて、逃避しそうになる。

　草壁部長は私の顔を見てにっこりと営業スマイルと言えるような感じのいい笑みを向けた。

　いったいどうしたらこんなふうな笑顔を私に向けることができるのだろうか――？　心に靄がかかったみたいになんだかはっきりしない感覚に囚われる。

「来たばかりでわからないことだらけなので、これからお世話になります」

　そう言って彼は本田さんと営業部長の部屋へ踵を返していった。

　呆然と立ち尽くす私の頭の中はパニックだった。

　あの人は元カレにそっくりの同姓の別人なのだろうか……？

　それとも、ここは職場だから気がつかない振りをしているだけ？

　心の中のモヤモヤは増幅されるばかりで悪化するだけだ。

（ああ、これからどうしたらいいの？　私も知らん顔するべき？）

　きっとそのほうがいいのかもしれない。辛い別れだったのは私だけだったことはもう明白だ。

　私のことを完全に忘れたように振る舞うあの態度を目の当たりにすれば、いくら鈍い私でもわかる。そもそも、何も言わずに去ってしまった時点で悟るべきだったのだ。

　私は……あんなふうに知らない人を見るような目ができるほど世慣れてない。

　私と一緒にいるときはとても情熱的だった先輩が、こんなふうにあっけなく他人の振りができるのだろうか……。先輩は変わってしまったのかもしれない。

　大好きだった人がどんな人だったかさえもうわからなくなった。

　目元が熱くなるのはきっと混乱しているからだ。そう、決して失望とか、悲しいからじゃない。あんなふうに知らない人のように扱われることに、今日会ったばかりのように振る舞われることに傷ついているわけじゃない。

　私はそう自分に言い聞かせた。







（二）




「草壁部長が営業部と面接をご希望だから、全員の名前と担当店舗をリストにして渡しておいて」

　いきなり命令口調で話しかけられ、驚いて顔を上げたが、もう本田さんの姿はなかった。

　私はあなたの部下じゃない！　と、反発したいが、社長秘書に反抗する勇気は私にはない。

　こんなふうに言い捨ててさっさと去っていくなんて、ほんとに感じの悪い人だ。わかっていたことだけれど、嫌な気分にさせられる。

　彼女は中途入社で、以前のキャリアは知らないが、年齢は私よりふたつほど若い。

　入社したときからあんな感じだったので、最初から苦手だったからか、なかなか苦手意識を払拭できずに数年経った。

（さてと、怒ってないでリストリスト……と）

　先輩、いや、草壁部長から直々に話しかけられる前に用意しておかなくちゃ。全員と面接って……それには私も含まれるのだろうか……？

　不意に不安が押し寄せてくる。

（た、たぶん違うよね。私はただの営業事務なんだし……）

　呼ばれたときのことを考えないようにするためにも、集中力をかき集めて、パソコンに向かった。

「おはよう片倉さん」

「おはようございます、田中たなか君」

　営業部、新入社員の田中君が出社してくると、次々と営業部の面々が出勤してきた。

「うわっ、新部長もういるの？　営業部長の部屋にいるのは新部長だよね？」

　同期の小池君だ。

「そう。草壁部長です。今日中に営業部のメンバー全員と面接するそうです」

「げっ」

　いつも元気な田中君が苦虫をかみつぶしたような表情をした。

「へえ、じゃあまずは係長からですよね。年功序列ってことで」

　小池君が五年上の係長に話しているのが聞こえた。

「そうだな。どうせやらなきゃいけないなら早いほうがいいだろう」

　さすが係長、腹が据わっていると心の中で拍手を送る。

　さすがに十歳以上年が離れた新人君とのリアクションには雲泥の差がある。

「では、私は今から、このリストを届けて営業部全員出社したことを伝えてきますね」

　すっと椅子から立つと、ひとまずコホンと咳をして気持ちを引き締める。

　とにかく心の準備が必要だ。

　過去の記憶よ、消えろ――と、心の中で脳に命令する。

　そうすれば消えるのかと言われれば、そんなはずはないのだが、気持ちの問題なのだ。

　背筋を伸ばしていざ出陣。

「よろしく、片倉」

　小池君の声に背中を押され、私は目と鼻の先にある部長室のドアをノックした。数歩でドアの前なのだ。

「どうぞ」

　自分の脳が的確に彼の声を判断すると、全身に甘い痺れが駆け抜ける。ゴクリと唾を飲み込み冷静さを保つことを意識した。

「失礼します」

　目を見ないように意識しながら早く終わらせようとデスクの前まで素早く移動し、リストを机に置いた。

「社長秘書の本田さんからリストを部長に提出するようにとのことでしたので、お持ちしました。営業部全員出社しましたのでご都合のいいときに面接を始めていただいて結構です」

　まるで敵かたきのように部長の机を睨み付けている状態で、不審に思われても仕方ないかもと、今この瞬間我に返ったが、もう遅い。

　返事を待つ間がとてつもなく長いように感じられ、そろそろと視線を上げてみる。

　先輩、いや、営業部長はリストを手に取りそれを凝視していた。

「まず係長に来てもらってくれるかな。片倉さん、ありがとう。助かったよ」

　顔を上げてこちらを見てそう言われたので、不意に目が合ってしまう。

　その視線には何も感情が込められていないように思えた。

　昔……付き合っていたときの、あの、熱のこもったような視線ではない。まったく別のものだ。

　突如胸の辺りが強烈に痛くなり、息さえまともにできないような苦しみを感じ喉がヒリヒリとし始める。

　泣く兆候だと自覚して、気持ちを切り替えようと頑張った。

「は、はい。では……失礼します」

　声が震えてしまったが気にしている場合ではない、一刻も早くここから離れなくては……。

　踵を返して部長室を出ると、係長に部長室へ行くように告げて、トイレに向かった。とにかくなんとしても、あの部屋から遠くへ避難する必要があったのだ。

「片倉さん、どうしたの？　そんなに急いで。あたしが言ったことちゃんとやってくれたの？」

　オフィスを出たところで、戻ってきた様子の本田さんと鉢合わせてしまい、自分の運の悪さを呪いたくなる。

　今この人と話などしたくないというのに。

「あ、はい。言われたとおりにしました。面接も始まったみたいです」

「そう。よかったわ。ねぇ、ところで、草壁さんって、独身らしいわよ。数少ない男所帯の営業部は新人以外みんな既婚だし、これは女子社員が放っておかないわね」

　腕を掴まれそう言われたのだが、どうして私にそんなことを言ってくるのかまったく意味がわからない。だからか苛立ちが増してしまう。

「私には関係ありませんので」

「へぇ……そうなの？　片倉さんって理想が高いんじゃないかと思ってたのよねぇ。草壁さんレベルでも興味なし？」

　馬鹿にしたように笑われ、さらに意味不明だ。

　もう私のことなんて放っておいて！　そう言いたいが、本田さんを怒らせることが怖くて何も言えなくなる。

「ちょ、ちょっとトイレに行きたいので、失礼します」

　掴まれた腕を振り払うようにしてその場を去った。

　よほど切羽詰まっていると思ったのだろう、彼女はそれ以上しつこく引き留めはしなかった。

　トイレの個室に入ると便器に座り深呼吸をする。

　本田さんの言葉が脳内でリピートし始める。

　――草壁さんって、独身らしいわよ。

（そ、そうだったんだ。け、結婚してないんだ。いや、別に既婚でも未婚でも私には関係ないんだけど！）

　――これは、女子社員が放っておかないわね。

（そうだとしても私には何ら関係ありません！　先輩がもてるのは昔からだし、今に始まったことじゃないの！）

　――片倉さんって理想が高いんじゃないかと思ってたのよねぇ。草壁さんレベルでも興味なし？

（何を勘違いしているのよ！　私は理想が高いんじゃなくてもう男はこりごりなんです！　一生独身でいいんです！）

　いちいち言われたことをトイレの個室にこもって脳内で言い返している自分が情けなくて、さらに泣きたくなった。

　その時トイレのドアが開く音が聞こえ女子の声が室内に反響し始める。

「ねぇねぇ、新営業部長、見た？」

「もちろん、チェック済みですとも。三十二歳で営業部長なんてすごいよね。係長より年下じゃん。やりにくそう」

「なによ、あんたどっちの味方なの？　係長なんて既婚じゃん。狙うべきは三十二歳独身でしょ。しかもＭＢＡ取得者、将来有望株。言うことなしじゃん」

「そこまでいくとねぇ……尻込みしちゃうのが本音。あんまり頭の良い人は……」

　笑い声が耳にこだまする。

　動揺のあまり失念していたことにショックを受けていた。

　――ＭＢＡ取得者。

　そう言われてみれば、新営業部長はＭＢＡ取得者、次期社長候補と言っても過言ではないほどの学歴と経歴。

　私の『あの先輩』がそこまですごい学歴だということに、羨望以上に遠い人のように思え眩暈がした。

「結局はさ、結婚後も働いた方が何かと安心だし、それほどハイスペックじゃなくていいと思うんだ。今はキャリアを上げないとね」

　ふたりの会話で現実に引き戻される。

「さすが、キャリア志向だけあって言うこと違うね。あたしなんて、とりあえず結婚したい。子供作って専業主婦で主婦友やＰＴＡで上手くやるのと仕事とどっちが楽な生き方なんだろうね～」

　これが切実な女の悩みなのだ……でも、私には関係のない話だ。なぜなら私はもう自分の人生を明確に決めている。お一人様仕様だ。

　仕事に生きる。そして老後は独り。もしくは定年後、楽しみが作れればいいとそう思っている。結婚や、むしろ恋愛にさえ夢など抱いていない。

（もしかして、私ってものすごく終わってるのかな？）

　改めて気づかされた現実は少し苦かった。




　草壁部長との面接はその日、時間が押したため、新人田中君を残して終了となった。

　面接が終わった営業部のメンバーは、外回り――つまり担当店舗で息抜きをするための訪問に出かけていった。

　最後まで残っていたのが田中さんで、彼は先程帰宅したから営業部で残っているのは私と営業部長だけ。

　他部署はまだちらほらと人がいる。

　営業部長を差し置いて帰っていいのだろうかと躊躇するが、とりあえず急ぎの要件はないかだけ確認して帰ろうと決意する。

　デスクの上を片付け、席を立ったところで、部長部屋のドアの前に彼が立ってこちらを見ているのが目に入った。

　ドアはずっと開いてあったので、いつからそこに立っていたのかはわからない。

　ドキドキと心臓の音が激しくなる。

　ずっと見られていたのだろうか……？　ぼうっと考え事をしていたのも――？　それを見られたのだと脳が理解すると、全身から熱がさっと引き、体温が下がるのを自覚した。

「お、お疲れ様です」

「ああ、お疲れ様、君が最後だったのか……。すまない。遅くまで、引き留めてしまって。これからは、終業時間きっちりに帰るようにしてほしい。残業が必要なら事前に知らせるようにするから、無駄に残業しないように」

　注意されたことで冷水を浴びせられたように覚醒し、硬直した。

　ぼうっとしていたところをやはり見られていたのだ。だから無駄な残業をするなと注意されたのだ。

「も、申し訳ございません。あの、少しぼうっとしてしまいましたけど、無駄に残業していたわけではないんです。でも、これからは気をつけます」

　どうして私はこんなに元カレに気を遣っているのだろう……そんな疑問が脳裏を掠めた。

「いや、すまない。僕の言葉が少しきつすぎたなら謝る。ただ、残業をする日本企業の体質を変えたいだけなんだ。もし、業務が多すぎて手に負えないならそう言ってほしい。明日君も僕と面接してもらう。その時に問題点があれば言ってほしい。期待してるよ」

　視線を合わせて力強く頷かれる。

　私は困惑していた。

　初めて知る彼の仕事での顔。そして他人行儀を貫き通すこの人が、本当に自分が知っていた『先輩』なのだろうか……？　そんな疑惑。

　混乱していて心が現実に追いつかない。

「お、お先に失礼します」

　私は逃げるように踵を返してオフィスを後にした。







（三）




　心が乱されて眠れない。

　何度も寝返りを打つが、草壁部長のことを考えると複雑な迷路に迷い込んでしまったかのように彷徨い続けて抜け出せない。

　彼は『先輩』ではなく、『草壁部長』という別人なのだ。

　そんなふうに感じずにはいられないが、実際にそうなのだろうか……？　よく似た同姓の他人？　そうだ、フルネームを調べればいいんじゃない。

　今日は動揺していてフルネームを確認することすら失念していた。だって、どう見ても、どう考えても草壁部長は『先輩』だったのだ。けれど、もしかしたら別人だということもあり得る。そう、先輩に瓜二つの別人がもしかしたらいるのかも……。

　もしそうならすべて上手く説明がつく。

　でも……彼が草壁彰人あきとだったら？

　想像すると恐ろしくなった。もしそうなら、彼が私のことを完全に無視しているという現実に向き合うことになる。それは、簡単ではない。

（ああっ……知りたくない！　もうこの際誰だっていいじゃない）

　知らん顔している方が精神的にいいのかもしれない。でも、本当にそうなのだろうか……？

　悶々と繰り返される疑問に私は答えを見つけることができない。

　安全な場所から出たくないのに、真実を知りたいと心が訴えてくる。

　明日の面接で、はっきりするのだろうか……？

　帰るときもふたりきりだったのに、何も言われなかったのだから面接時に個人的なことに触れるとは思えない。

　本当に奇妙だ。やはり、フルネームは確認しておこう。

　私はそう自分に誓い。眠ろうと努力した。

　けれど、神経が昂っていてなかなか寝付けない。すぐに余計なことを考えてしまう。

『先輩』が、どれほど優しかったか……。どれほど、私を求めたか……。そんなことは、今思い出さなくてもいいのに。

　今朝の夢を回想してしまう。

　あれは予兆だったのだと、そんなふうに思えてならない。

　私は先輩に捨てられたのだ。何の言葉もなしに……。ただ、目の前からいなくなった。――その事実をもう受け止めなくてはならない時が来たのだ。




　高校二年だった私は、彼がアメリカに渡り、アメリカの大学に編入したことを彼のお兄さんから告げられた。

　携帯も繋がらず、途方に暮れて固定電話にかけるとちょうどお兄さんが出たのだ。

『あれ、茉奈ちゃん知らなかったの？　彰人、ハーバードに編入したんだよ。ずいぶん前から決まってたんだけどな』

　そこまでしか聞いていなかった。その後お兄さんは私を励ますためにいろいろ話しかけてくれていたように思うが、まったく耳に入ってこなかったのだ。

　ショックが大きすぎて、脳がすべてを遮断したみたいに何も聞こえなくなったし、感じなくなった。

　まるで、感情さえなくしてしまったみたいに呆然としていたことを思い出す。

　あの時、私は少なからず脳内では理解していたはずだ。

　――捨てられたということを……。

　高校生の恋愛なんて衝動的で曖昧なものだ。将来を約束したわけではない。

　あの頃、私は高校入学した早々、先輩に告白され舞い上がっていた。新入生の私にとって、三年生はとても大人だ。しかもカリスマ的に人気のある先輩に告白されれば断る選択肢などなかった。流されるまま付き合いが始まり、それはまるで夢のような高校生活の始まりとなった。

　しかもそういったことは特別ではなかった。同級生には私と同じように上級生に見初められて付き合った子はいたし。私もそうなってラッキーだったと思っていた。

　特別目立つような美人じゃなかったけれど、付き合いたいって思ってくれる人が現れたことが嬉しかった。相手が誰もが憧れる草壁先輩なのだから尚更だ。

　それが、そもそもの間違いだったのだ。

　先輩にしてみたら、きっと魔が差したとか。ただの遊び……？　とか、大学に入学し、大人びた女性を目にして私のことが子供っぽく感じ、飽きてしまったのかもしれない。それを言い出せずに外国の大学に編入することで逃げ切れると思ったのかも……？

　それが真実。

　私は今まで考えないようにしていたことを三十路手前で、明白に理解することができた。

　明日、もし草壁部長が草壁彰人だったとしても、もう動揺なんかしない。

　あの態度も納得できるというものだ。

（こっちだっていつまでも引きずっているわけじゃないってところを見せてやらなきゃ。そう、そうよ。知らん顔して普通に振る舞ってやるんだから！）

　涙が勝手に溢れ出し目尻を濡らし流れ落ちる。

　嗚咽を堪えられなくなり、私はとうとう声を出して泣き出した。

　苦しくて胸が上下する。

　ぎゅっと唇を噛んでも、泣き声は漏れ続けた。しゃくり上げながら号泣し続ける。

　私は泣きながら疲れ果て、意識を手放した。










第二章











（一）




　いつもの時間に起き、いつもの時間に出社する。ルーティンをこなすことは苦痛ではない。むしろ、何も考えず身についた行動を取るだけでいいのだから、楽だと感じる。三十分時間が早まるだけでペースを崩してしまう私には規則正しく法則に則った生活が合っている。そう、イレギュラーなことは苦手だ。

　しかし、その日、いつもの時間に会社に到着すると、イレギュラーな場面にまた遭遇してしまった。

　いつも一番乗りの私を差し置いて誰かがいたのだ。

　昨日もそうだった。

　いったい誰が……？　もしや、草壁部長がだろうか……？

　そう考えた途端、心臓があり得ないほど早く打ち付け始めてしまう。

　胸が苦しくて仕方ない。

　オフィス内を観察するように視線を走らせ、部長室の前で視線が止まった。

（はやっ！　私より早いって……もうちょっと部下の気持ちを察してよね。上司がそんな早くに出勤したら、部下が気を遣っちゃうのよ！）

　悶々と怒りが膨れ上がるが、胸の内を本人に言えるほど図太くないのも事実だ。この時間出社しているなら、あと三十分早めるしかない。

　そこで私の脳裏に疑問がよぎった。

　昨晩、無駄な残業をするなと注意されたところだ。つまり、部長が早めに出勤しているからといって、私がそれより早くいると、部長の気に障るのではないだろうか……。

（ああ――きっとそうだ！）

　ここは日本社会で培った常識すべてを排除した方が良さそうだと悟った。

　私は意を決すると、自分の席にバッグを置き、部長室へ向かった。

　開け放たれたドア付近に立ってしばし草壁部長の姿を見つめる。短髪の黒髪は艶やかで、パソコンの画面を見つめるその真っ直ぐな視線に『先輩』を重ねて見惚れてしまう。

「おはよう、片倉さん。いつも始業時間三十分前には出社してるのかい？」

　意識を飛ばして彼に見惚れている私に、にっこりと面白がるような笑みを向けられ、心臓があり得ないほど速く打ち付け始める。

「え、あ、はい、でも、部長はそれよりお早いんですね」

　低くハスキーな声で笑う声の振動が『先輩』と重なる。忘れられない元カレ。目の前にいるこの人が『元カレ』なのだろうか……？　別人のように振る舞っているだけなの？

「僕は年俸制だからね。残業代は含まれない。じゃあ今から面接をしよう。どうぞ」

　座るように手で促される。

　こうなることを想定していなかったから、心の中ではかなり動揺していた。

　失敗したと舌打ちしたいが、ぐっと堪えて、冷静を装う。

「あ、あの……田中さんが先じゃなくていいんでしょうか……」

「今いるのは君だけなんだから何か問題があるのかな？」

「い、いえ、そういうわけでは……」

「取って食おうというわけじゃない。僕は昨日の君を見て腹を割って話をしたいだけなんだよ。さぁ座って」

　デスクの前の椅子を勧められ、それにおとなしく座り、今言われた言葉の意味を考えた。

　意味深に取れなくもない。腹を割って話をする……。つまり、ふたりの別れの説明をするつもりなのか……。それとも純粋に仕事の話なのか……。

　私は本気でわからなくなって困惑していた。

　観察するようにじっと彼の一挙一動に釘付けになる。草壁部長は書類を探している様子でそれを見つけるとファイルを開き、私に視線を向けた。

　それが突然だったものだから、バッチリ視線が合ってしまう。

　ドキドキと心臓の音が鼓膜を刺激して息をするのさえ忘れてしまう。手のひらが汗ばんで、ぎゅっとそれを握りしめた。

　ゴクリと唾を飲み込んだ音を聞かれたのではないかと恥ずかしくなる。

「そんなに緊張する必要はないよ。片倉さん。僕は、君を味方につけようと躍起になっているんだから。わかるかい？」

　わざとらしく、上目遣いで悪戯に微笑む。その表情を私は知っていた。――真剣な話を逸らすときに彼はいつもこの、悪戯な上目遣いで私を翻弄したのだ。

　手のひらを握る拳に力が入った。

　目力を込めてにらみ返す。

　無意識だった。部長のこの表情を見た瞬間、憎しみが心を覆ったのだ。

「そんなに警戒しないでくれ」

　脳内混乱状態で、警戒するなとは無理な話だ。

「僕はいずれ、秘書として君を推薦しようと思っているんだよ。非常に真面目だし、各部署とのコミュニケーション能力にも長けている。そういった人こそ側に置いておきたい。信頼できると言えるのだが、片倉さんはどう思う？」

　いったい何を、どう解釈していいのかまったくわからない。

（これは、何？　本当に仕事の話？　それとも何か深い意味があるの？　営業部長の秘書ですって？　そりゃ相手があなたじゃなければ即行飛びつく案件ですとも。願ったり叶ったりよ。でもこれって、何かの罠？）

　私はせわしなく脳細胞を働かせる。

　その間も部長の探るような強い視線を感じたままだ。しかも、目が合った状態で逸らすことさえできない。

　何か言わなければいけないのに、まともに考えることができない。

「そ、それは大変光栄ですけれど……わ、私に務まるかどうか……」

「ああ、もちろん僕の秘書を任せるときには、君の後任の営業事務を入れるように社長に交渉する。君は英文科を出ているし、僕の秘書として海外事業に必要な書類作成を主に担当してほしい。やりがいのある仕事じゃないかな」

　突然の思いがけないチャンス到来に私の血圧は上がり、興奮状態に陥った。

　いったい何が起こってるの？

　何の裏もないことだと到底思えない。けれど、チャンスなのだということは理解できた。だったら掴むしかないんじゃない？

　脳内パニックでもそれだけは明白に理解する。

「は、はい。是非、やらせてください」

　あまりに勢いよく頭を下げたものだから、ゴツンと、机に額を打ち付けてしまった。

「大丈夫か？」

　心配そうに顔を覗かれるが、目が合った彼の瞳は面白いものを見たかのように輝いていた。




　部長室から出ると、営業部全員が出社していた。

　私はすぐに田中君のところに行って、部長の部屋に行くように促し席に着いた。

　脳内は先程のことでいっぱいだった。

　願ってもない抜擢だけれど狐につままれているような感じで、もう何をどう考えていいのかまったくわからない。

「大丈夫？」

　茫然自失の状態だったので、耳元で声をかけられて、一瞬にして我に返る。

　振り向くと背後に小池君がいた。

「あ、うん。なんか……ちょっと、信じられなくて……」

　思わず本音を漏らしてしまうが、小池君には何がなんだかさっぱりわからないに違いない。

「えっ？　相談乗るよ？　昼飯一緒にしようよ」

「あ、え？　うん……小池君がいいなら」

「当たり前だろ、いまやふたりだけの同期なんだからさ」

　肩をぽんと叩いて、彼は去っていった。




　午前中、田中君が部長面接を受けている間、私は各営業から頼まれていた事務仕事を片付けていた。ほとんどが資料作りや、百貨店や取引先への請求書などの作成で、それらをほぼ終えた頃、田中君が憔悴しきった様子で部長室から出てきた。

「片倉さん、部長がお呼びです」

　そう言って自分の席に戻ってしまう。

　振り返り田中君を見ると、魂が抜けてしまったように茫然としているのが、その背中からでも伝わってきた。

　私にも気合いが必要だ。深呼吸を繰り返し、心を落ち着かせてから部長室へ向かった。

「失礼します。お呼びですか？」

　開け放たれたドアの付近で待機する。

　彼は……草壁部長はこちらも見ずに手だけでこっちへ来るように指示をした。

　部屋に一歩足を踏み込んだだけで、なんとも言えない緊張に包まれる。心拍数も上がり、手のひらも汗ばんでくる。

　部長室っていつもこんな感じなのだろうか？　魔物でもいるんじゃない？　あ、魔物はこの人か！

　なんて脳内で冗談を言いながら、リラックスしようと試みる。それは成功したとは言えないが、とにかくデスクの前までつまずかずにたどり着くことはできた。

「この資料、とりあえず日本語に訳して各部署にメールで通達してくれないか。いきなり秘書のようなことをさせて悪いが、急ぎなんだ。今抱えている仕事でこれより優先順位が先なものがあれば言ってくれ」

　差し出された資料を見るとそれはＡ４サイズの用紙一センチほどの束だ。結構な量だと判断する。

　これを訳せと言われてやれる自信は……正直あまりない。しかし、できないと言ってしまえば、秘書のポジションを棒に振ることになるような気がした。

　いや、確実にチャンスを逃すだろう。

（試されてるんだわ……）

　そう確信した。

「かしこまりました。すぐにします」

　資料を手に取り、踵を返す。

　席に着くとすぐにそれに目を通し始めた。私は夢中で翻訳をし始めた。

　話しかけるなオーラを全開にし、集中する私の姿を見て恐れをなしたのか、営業部の面々から雑用を押しつけられることはなかった。

　お昼を一緒にと言っていた小池君でさえ気を利かせてお弁当を買って差し入れしてくれたほどだ。

　そのお弁当にはメモが貼り付けてあった。

『時間ができたら飲みにでも行こう』

　こんなふうに気遣いができる人だということに、今更ながらに感心してしまう。小池君の心遣いに感謝しながら、目の前の翻訳に集中する。

　私は今までにないほどモチベーションが上がっていて、なんとしても部長に認めてもらいたくて必死になっていた。

　無駄な残業はするなと言われたこともあり、絶対に就業時間内に終わらせてみせるという意地もあった。

　必死でやったおかげで、少し押してしまったが、見直しをして全部署にメールで送れるくらいのものを七時には仕上げることができた。

　翻訳のコピーを持って部長室の前に来ると彼がこちらを向いていた。

　まるで私が来ることを知っていたみたいに思えてドキリとする。

「どうぞ」

　手で支持されたとおり、デスク前の椅子に腰掛け翻訳したコピーを手渡す。

　部長の手がこちらに伸びてくるだけで緊張してしまう。

　彼が静かに翻訳に目を通すのを固唾を呑んで見守った。

「なかなかよくできている。わかりやすいよ。ありがとう。これを各部署にメールしたらもう帰宅しなさい。明日は今日ほど早く出社する必要はない。君が早いほうがいいならそうすればいいが、僕より早くいなくてはいけないことはない。気を遣う必要はない」

　やっぱりそうか……と、なんとなく嬉しくなった。

「はい。かしこまりました。いつも通りの時間に出勤します。あの、皆が来る前に確認しておきたいことがたくさんあるので……」

　なぜ早く来るかの説明を一応付け足し、私は席を立った。

「お疲れさま」

　そう言われ思わず振り返る。部長は顔を上げずにもう違う資料に目を通し始めていた。

「お疲れさまです」

　肩すかしを食らった感は否めない。

　完全にあの人は私のことなど知らない――そんなふうに感じてしまう。苗字も年齢も大学も同じだけれどフルネームを確認したわけではなかった。他人のそら似？

　そんなことがあるのだろうか……。







（二）




　翌日、いつも通り会社に到着すると、昨日と同じように部長のほうが早く出勤していた。

　もうこうなれば気にしないに限ると自分の席のパソコンを立ち上げた後、部長室へ向かう。

「おはようございます。何か急ぎの要件はございますか？」

　開け放たれた入り口で声をかけると、草壁部長は顔を上げた。目が合うと相変わらず心臓が痛くなるほど鼓動が速くなる。

「いや、今のところない。君が必要なときはそう言うよ」

　なんとなく、親しみを込められているような、どことなく親密な感じがするのは意識しすぎだと自分を否める。

「かしこまりました。失礼します」

　慇懃な態度を崩さずそこから去った。

　こんなふうに振る舞っても彼の顔色は変わらない。何の感情も見受けられなかった。

　その事実にひどく傷ついている自分がいる。どうしようもないのだ。だって、私はこんなに引きずっているのだから……。

　デスクに戻り、パソコンの画面からメールフォームを立ち上げる。

「あっ……」

　思わず声が出てしまい、咄嗟に口をつぐむ。

　新規メールの中に彼の名を見つけたのだ。

　草壁彰人――そう、我ら営業部長のフルネーム。

　こんなところで、フルネームを知ることになるとは心の準備ができていなかった。

　よく考えればそうだ。社内メールはフルネームが使用されているのだ。新営業部長のメルアドが開設されていなかったから、フルネームがわからなかっただけなのだ。

　あの人は、元カレと同姓同名で、同じ年で、経歴も似ていて、なんと言っても……顔がそっくり。

　どこをどう間違っても同一人物に違いないことに改めて思い知らされるが、意外にも私は落ち着いていた。もう少し動揺するのでは、パニックになるのではと心配していたのに、平然としている自分に驚いてしまう。

　結局認めたくはなかったが、深層心理では草壁部長＝元カレだという認識だったのだ。否定したい気持ちが強くてなんだかんだと理由をつけてそうでないことを願っていただけ。

　けれど私の心の奥深くではもう知っていたことだったのだ。

　心と脳が一体化すると、今度はふつふつと怒りが込み上げてきた。

　そう、彼はわざと私を無視していたのだ。

　さぞ記憶から消し去りたい黒歴史なのだろう。だからこそなかったみたいな態度を取られて、完全に知らん振りをされている。

　そもそもそんなにプライドが高くない私でもかなり傷ついている。

　こんなに胃の辺りに煮えたぎるような怒りを感じたことは今までにほとんどない。先輩に何も言わずに煙のようにまかれ、私の前から消え去られたときでさえ、怒りより悲しみや絶望感のほうが強かったのだ。

　怒りを滾らせながら、メールを開く。

　当たり障りない定型文が続き、最後の文面に目が釘付けになった。

　――君がいてくれて助かった。ありがとう。これからも頼りにしている。

　たったこれだけで、殺気まで感じていた、煮えたぎるような怒りが沈静されていく。

　愛想のいい前部長にさえ言われたことがない。

　上司からは当たり前のように指示され、できて当然という態度しかなかった。

　元カレでなかったら……口説かれているのではないかと勘違いするところだ。

　これは正直な彼の私に対する評価だと受け取っていいのだろうか……。

　彼が私を口説くのにこんな遠回しなことをする必要はないのだから、きっとこれは率直な評価なのだと前向きに捉えることにして、開き直る。

　すると、すごく嬉しいという純粋な喜びが込み上げてきた。

　もうこの際、知らん顔してくれてもいいとさえ思える。そう、私に必要なのは上司の的確な評価をもらうことなのだ。これがどれほど部下のモチベーションを上げるのかをこれから仕事で知ってもらわなくてはならない。

（よし、へこたれている場合じゃないんだ、私。頑張れ）

　自分を叱咤する。

　その時、苦手な社長秘書本田さんが私の席の前を横切った。目の端で追っていると部長室に……入っていった。

「おはようございます。草壁部長」

　いつもよりもトーンの上がった声だ。その後、なんとドアを閉めてしまったので、話し声が途切れてしまう。

　私の意識はその扉の向こう側に集中している状態だ。

　何も手に着かない。

「おはようございま～す」

　田中君の声に我に返る。

「おはようございます」

　素っ気ない返事をするが田中君は何か言いたいことがあるのか私の横までやってくる。

「片倉さん、営業部長の歓迎会っていつか決まってます？」

（はい？　部長の歓迎……会？　ああ――失念してた！）

　咄嗟に脳内パニックに陥る。元カレ激似の営業部長、正しくは元カレだが無視され続けている草壁部長の送迎会など動揺しまくっていてすっかり失念していたのだ。

　ぱっと顔を上げて田中君に視線を向ける。

「忘れてました！　どうしよう、そうですよね。歓迎会しなきゃ」

「ええっ、片倉さんでも忘れることあるんだ。あ、営業部先輩たちがきっと片倉さんが手配してるはずだって言うものだから、いつなのかを確認したかっただけなんですけどね」

「いや、あの、ありがとうございます。この件は内密ってことで……」

「あ、はい。もちろん。誰にも言いません。いつもお世話になってるんで……」

　なぜか田中君のほうが恐縮している様子でペコペコ頭を下げて自分の席にそそくさと戻っていった。

（やばい、やばい、やばい、褒められて浮かれてる場合じゃない）

　レストランのリストを脳内で思案している間も部長室が気になって仕方ない。もしかしたら本田さんに相談した方がいいのだろうか？

　彼女を無視して事を進めて、後々面倒なことにならないだろうか……。ああ、きっとこの予感は的中するに違いない。

　とりあえず、お伺いだけたてようとひとまずこの件は保留にしておく。聞きたいことがあるときに限って彼女は手が空いておらず、いったい何を話し込んでいるのか、まだ部長室にこもったまま出てこない。

　私でさえこんなに長く部長室になんていないのに……。気になって仕方がない。

　別に私には関係ないことだけど……。ここは社内で……仕事の話をしているに決まっているんだし……。で、でも……もしかして先輩、いや部長は本田さんみたいな気の強い系美人が好みなのかも……。ああ――だから私じゃだめだったのか!?

　いや、そんなことももうどうだっていいのよ。

　でも、本田さんに彼を取られるのはどうしてもイヤ……。

　本心が咄嗟に脳内に言葉として流れ私は硬直した。

　嫉妬。焦燥。絶望。

　自分に降りかかるであろう気持ちを意味した熟語だ。もう嫉妬は始まっている。後に待っているのは、唇を噛んで成り行きを見守りながら焦燥に苦しみ、そしてふたりが結ばれたのを知って絶望する――完璧なシナリオだ。

　そうなることは至極自然で何ら不思議はないように思える。

　泣きたくなるのをぎゅっと唇を噛んで堪えた。




　本田さんが部長室から出てきたのはそれからさらに二十分後だった。

　結局私は本田さん宛てに社内メールを送った。ＣＣに営業部メンバーを加えて、営業部長歓迎会についてのお伺いを立てた。

　すぐに本田さんから、営業部長の歓迎会は全社員に参加の有無を聞くので彼女から全社員にメールを送ると返事が来た。

（ふふん。やっぱりそうか……）

　私の勘はドンピシャだったというわけだ。そして本田さんにお伺いを立てて正解だったのだと胸をなで下ろす。

　波風立てないようにする術は身につけている。

　とにかく私は自分が仕切らなくてよくなったことに安堵した。

　これで率先して元カレ、いや、営業部長の世話をせずに済む。本田さんに任せますとも。

　安堵しているはずなのに心には靄がかかってなんだかすっきりしない。

「片倉～、なんかこのメール、戦々恐々としてない？　女の戦いって感じがするんだけど……」

　私の席の後ろで話しかけてきたのは小池君だ。

「なんのこと？」

「部長歓迎会のことに決まってんじゃん。でもこれ、次長の立場的に辛いよな。そこんとこ、本田さんも考えてあげればいいのに……大々的に社内でやるって嫌みだよな」

　確かにその通りだ。降格になった次長にしてみれば……。

　またしても私はそんなことさえ気がつかなかった。なぜなら、自分の保身に精一杯だったからだ。恥ずかしくなる。

「ま、でもさ、片倉が本田さんにお伺いを立てたのは正解だったと思うから、お前はそんなこと気にすんなよな」

　ぽんと不意に肩を叩かれる。

「ありがとう……」

　それ以上言葉を続けると言い訳がましくなるし、ますます墓穴を掘りそうなのでやめておいた。

　小池君は私の心情をわかっているのかいないのかあっさりと自分の席に戻っていった。

（しっかりしなきゃ。小池君に気を遣わせちゃうなんてどういうことよ）

　再度ダメダメな自分を認識して落ち込んでしまう。

　そんな私に追い打ちをかけるように、次々と新規メールのポップアップが画面に上がる。

　本田さんの新営業部長歓迎会の日時と場所、参加の有無のメールだった。

　重い気持ちで参加の返事と手配のお礼の返信をした。

　私にとっては本田さんに花を持たせておけば、波風が立たないと思っていたが、次長のことなどすっかり失念してしまっていたことが尾を引いてしまう。

　営業部だけでと自分が仕切ればよかったのだ。それができなかった気の回らない未熟な自分がイヤで堪らない。

　部長に褒められ浮上した気持ちはまた落ち込み、激しい気持ちの変化に私は疲労困憊だった。




　翌週の金曜日に行われることに決定した草壁営業部長の歓迎会は、出張などで不在の社員以外全員参加となった。

　営業部と海外事業部の方向性も決まり、営業部は、前営業部長だった次長をトップに三人の営業で通常業務を行うことになった。

　海外担当には小池君一人が就くことになり、私がアシスタントと部長秘書をすることになった。

　営業事務は新規で入ることになり、その人が慣れるまで両方を担当することになる。

　そんなふうに決まったものだから、営業部はてんやわんやでめまぐるしく忙しかった。

　それでも私はすごくやりがいがあって、もう悩みなど吹っ飛んでしまった状態だ。

　とにかく仕事に集中できることが嬉しかった。

　残業が続いてもそれさえやりがいに感じるほどだ。

　草壁部長は、営業事務は今一人だからと、雑用を言いつけることを禁止し、できるだけ自分の仕事は自己完結するようにと命じた。

　そのおかげで、私はとても仕事がしやすくなった。

　もともとチームワークのよかった営業部だったので、不服に思う人がいなかったのも救いだった。

　小池君と私は席替えをさせられ、並んで席を構えることになった。どちらも草壁部長の部屋の前に位置する。

「俺たち同期だし、よかったな」

　小声で話しかけられ私も笑みを作って頷く。

「小池君は英語が堪能だから、当然の抜擢じゃない」

「うん、面接の時結構アピールしたからな。どうしても草壁部長の下で働きたかったし……」

「えっ、そうなの？」

「そうだよ。あの人すごい人なんだよ。知らないの？」

　こそこそと話しながらお互いパソコンの画面を睨み付けて仕事をしている。

「ＭＢＡ持ってるから？」

「それもあるけど、海外で実績ある人の下で勉強できるまたとない機会だしな。これから頑張らなきゃな」

　ちらりと視線を向けると意気揚々とした表情の小池君が目に入り、やる気になっているのだと感じた。

　それほど、意欲を掻き立たせ、崇拝される上司。確かに経歴を見れば一目瞭然だ。それにも増して部下の羨望を浴びるようなカリスマ性を持っている。今、私が見ている草壁部長は、先輩とは違い、とても遠い存在のように感じてしまう。

　それも仕方のないことなのかもしれない。

　こんなふうに『すごい人』になってしまった彼はいったいどんな人生を送っていたのだろう……。

「片倉さん」

　物思いにふけっていた思考が現実に引き戻され、呼ばれた方に視線を向ける。

　部長室のドアの前に立っている草壁部長と視線が合うと全神経が研ぎ澄まされたかのように活性化され始めるのを感じた。

「な、何でしょう」

　即座に立ち上がると、部長室に入るように促される。

　ドキドキと心臓の音が激しく鼓膜に響いていた。こんなふうにいちいち反応してしまう自分が嫌になる。

　顔色や態度に出ていませんようにと祈るしかない。

　すぐにドア付近から立ち去って自分のデスクに戻るのかと思っていたのに、彼はその場から動かない。

　意識しないように、彼の横を通り過ぎた。

　体温が感じられるほど近くを通り過ぎ部長室の中に入る。喉がカラカラになるほど緊張していた。

　全身の筋肉が脳からの命令を拒否したみたいに動きがぎこちないような気がしてしまう。

　バタン――と、ドアが閉まる音に背筋が震えて思わずその方向に振り向く。

（ど、ドアを閉めたの？　な、なんで……？）

　脳内パニックに陥ってしまう。別に閉所恐怖症ではないし、男性恐怖症でもない。けれど、部長室のドアを閉められただけで手に汗がにじむほど緊張し、平常心を失いつつあることを自覚して余計に焦り始める。

（平常心、平常心）

　スーハーと、小さく深呼吸して落ち着こうと試みた。

　部長の机の前でそんなふうにして心を落ち着かせようとしていた私は彼が近づいてきていることに気づかなかった。

　不意に肩に手を置かれ、ビクンと震えが走った。

「座って」

　そう言われ、まるで操られているように椅子に座る。

　肩をぎゅっと掴まれたような気がするが、気のせいかもしれない。そんな微妙な力加減だった。

　何か意味があるのだろうか……？

　そんなことを考え始めるときりがないので、意識を今この時に集中しようと努力した。

　部長が席に戻るとき、ふわっと懐かしい香りに包まれた。

　記憶に残るグリーンノートの香りが鼻腔をくすぐる。これは整髪料の香り？　それとも、シェービングローションだろうか？　昔は香水をつけていなかったから、きっとそのどちらかなのだろう。つまり、未だに使っているのだろうか……。

　胸の中が切なさでいっぱいになってしまう。

　平常心を保とうとしているのに、過去の記憶は私を刺激し続ける。

　部長が席に座ったのを目にし、気持ちを引き締めた。

　じっと観察するように見られているような強い視線を感じて、見られている場所がじりじりと熱くなっているように感じてしまう。

　視線を合わせる勇気などなく、デスクに鎮座する卓上カレンダーを凝視している状態だけれど、集中力が欠けていて、室内のどこにあるのか時計が秒針を刻む音が耳につきはじめる。

　規則的な音が気になり出すと、もうそこから抜け出せなった。それでも、部長の視線が容赦なく私に注がれているのを否が応でも意識してしまう。

（い、いったい、なんなのよ！　これって、何？　私から何か言えってことなの？）

　もしかして挑発されているのだろうか？　と、疑問がよぎる。

　恐る恐る視線を上げると、バッチリ目が合った。

　その瞳に文句を言う前に言葉を失ってしまう。懐かしさで……心が甘く疼いたのだ。

　射るような強い視線を向けられているのだと思っていたのに、予想外に優しい視線だったから……。

　先輩の残像と重ねてしまったのだ。

　しかし、それは一瞬で、彼のほうが我に返ったように瞬きし、その後、草壁部長の顔になった。

「営業部での体制が決まったことだし、海外事業部での役割配分を決めたいと思うんだが、君は……小池さんとは同期だったか？」

「え、はい。同期です」

「小池さんは既婚だったよな？」

「あ、はい。既婚ですが」

「そうか、ならいい。君は小池さんと特別な関係というわけでは……」

　咄嗟に部長が何を言いたいのかを察した私ははっとした。

「ご心配にも及びません。社内恋愛は一部ではあるかもしれませんが、不倫は聞いたことなどないですし、私もまったく興味ありません」

　自分でも何を弁明しているのかわからなくなるが、これで理解してもらえただろうか……と、部長の表情に注意深く視線を向ける。

「ああ、わかった。ただ少し確認しておきたかっただけなんだ。気を悪くしないでほしい」

「あ、いえ、あの、大丈夫です」

「そ、そうか……」

　なんとなく、ポーカーフェイスの部長の表情が緩んだ気がした。いったい何だというのだろう。あれほど私のことを無視し続けているのに、この煮え切らない態度はいったい何なのか？　まるで彼らしくない。

　私がよく知る草壁彰人は、典型的体育会系マッチョタイプで落ち着いているから年齢より上に見え、ものおじしない性格だ。つまり常に冷静沈着で心の内を見せないクールなタイプだ。

　確かに草壁部長はクールに見えるが、どことなく不安定な空気を纏っているような気がする。それは私のせいなのだろうか……？　まさかと思うが、そうだったら嬉しいという気持ちも持ってしまう。

　もしかしたら、私から過去に触れるようなことを言われることを警戒しているのだろうか……？

　いやいや、それはあり得ない。考えすぎだと咄嗟に思考を打ち消す。

「君には僕のサポートと、小池さんのサポートを頼みたい。基本的には英文の書類の作成、商品の詳細など海外用の通販サイトの管理、、海外の百貨店への資料作成が主な業務になる。これを見て業務内容を理解してほしい」

　Ａ４紙の束を渡される。

　先程とは打って変わって仕事の顔を纏った彼を前にすると自分が感じたことが錯覚だとさえ思えてくるから不思議だ。

　疲れているのかもしれない……。そんなふうに私は自分を納得させた。

「かしこまりました」

　席を立とうとしたところで不意に手に取った資料の上に手を置かれ制される。咄嗟に視線を向けてしまい、目が合った。

　どれくらいだろうか……。微動だにせずにお互い見つめ合った状態だった。

「君を……知ってる気がするんだ……」

　かすかに届くほど小さな声だった。

（は、はい？　今、知ってるような気がすると言った？　知ってるような気がするって……いったいどういうこと？）

　脳内はクエスチョンマークでいっぱいになる。

　彼の言うことがまったく意味がわからなくて混乱していた。

「な、なにをおっしゃっているのか……わかりません」

　そう言うと、資料をひったくるようにして私は部長室を出た。




　自分の机に戻ると脱力したように茫然としてしまう。いったい今のは、なんだったのだろうか？　本当に彼の声を聞いたのだろうか？　そんなふうに自分を疑うしかなかった。

　――君を知ってる気がする……。

　そう言われたのだ。知ってる気がするってなによ。知ってるんでしょうが。それとも忘れてしまったってこと？　付き合っていたのは一ヶ月やそこらじゃない。一年以上二年未満。その間ほとんど一緒にいたのに？　それさえ忘れちゃったってこと？　意味がわからない。馬鹿にされているとしか思えない。怒りと悲しみ、失望が一気に押し寄せてきて感情を抑えられなくなる。

　泣きたくなんかなかった。

　もう自分はあの頃とは違う。今でも彼のことは引きずっている。それは認める。認めるしかない。けれど、今はもっと大人になっている。彼がすべてだったあの頃とは違うのだ。

　仕事に集中することで冷静を取り戻そうと、私はひったくるようにして受け取った資料に目を通し始めた。

　涙が溢れ出しそうになるのを必死で堪える。

　忘れたふりでもしてればいいわ。そう、そんな見え透いた嘘なんて私には通用しない。だって、もうあなたのことなんて知らないんだから。私のほうこそ、知らないんだから。

　そう心の中で呟いた。










第三章











（一）




「では、草壁部長の歓迎会を始めたいと思います」

　本田さんのよく通る声がイタリアンレストランの個室に響いた。と言っても大宴会場の広さがある。

　さすが本田さんである。

　そこそこいいレストランの宴会室をこんな短期で予約できるなんて私には無理な話だ。

　営業部長就任の歓迎会であることから営業部長は、十メートルはあろうかと思える横長のテーブルの上座に席を与えられ、対して私は営業部でも一番隅で目立たないように鎮座していた。もちろん、営業部長から一番離れた席だ。

　チラチラと部長の顔を盗み見るが、まるで無表情で、心の中を垣間見ることすらできない。

　簡単に感情を表さないのは昔からだったことを思い出してしまう。

　自分の殻に閉じこもっている間に乾杯が終わっていたようで、みんな和気藹々とした感じで運ばれてきた料理に手をつけ始めていた。

　乾杯もせずに放心していた私の状態など、誰も気づいていないようだ。

「本田さん、しっかり部長の横に座っちゃって、魂胆丸見えって感じ～」

　私の隣に座る企画部の女子たちがひそひそと話しているのが聞こえてくる。

　女性社員はやはり草壁部長が気になるらしい。

　ちらっと注目の的の部長のほうを盗み見ると、本田さんと顔を近づけて話し込んでいる。とても親密な感じがして咄嗟に目を逸らした。

　胸が痛く、苦しくなる。心臓の辺りに手を置いて深呼吸をして落ち着こうと試みた。

「どうした？　気分悪いの？」

　隣に座る小池君に不意に小声で話しかけられて、顔を上げた。

「あ、いえ、大丈夫」

「なんか、顔色も良くないよ。体調良くないんだったらきりのいいところで帰ってもいいよ。部長には俺から言っとくからさ」

「うん。ありがとう」

　小池君があまりにも気が利くので、ついつい甘えそうになる。小池君に対しては、正直恋愛なんてあり得なく、どちらかというと兄妹のような感じだ。あまり心配させるのも悪い気がして、元気に見えるように微笑んだ。

　ふと視線を感じて咄嗟にそのほうに目を向けると、草壁部長の射貫くような強い視線に捉えられた。

　ドキドキと心臓が早鐘を打ち始める。

　こんなふうに真っ直ぐ見つめられることに、動揺してしまう。一向に視線を逸らさないから、さらに緊張感が増した。

「ねぇ、部長、こっち見てる……どうしよう……」

　小池君側と反対側の私の隣の席の企画部女子の言葉で平常心を取り戻した。

　さっと視線を外して隣をちらっと見る。

　酔いなのかそれとも別の作用なのか……顔を赤らめ潤んだ瞳で企画部女子は草壁部長を食い入るように見つめていた。

　自意識過剰なのは私だったのか……と、こっちが恥ずかしくなる。

　ここまで妄想が重度だとかなり痛い人だ。いくらなんでも思い込みの激しい自意識過剰な女にはなりたくない。

　そもそも部長が私に興味があるわけがないのだ。再会して一度としてあんなふうに強い視線で見つめられたことはなかった。つまりあの視線は『私』ではなく、隣に座る今時の美人に向けられたものだったのだ。

（あー、もうやってらんない。誰でもお好きにお持ち帰りすればいいのよ。そうよ、社内で手を出したらあとで絶対痛い目に遭うんだから。痛い目見ればいいのよ！）

　今度はふつふつと怒りがわいてきて、私は目の前のグラスになみなみと注がれているスパークリングワインを飲み干した。

「うん。美味しい」

　気分が上がり、美しく盛りつけられたカルパッチョを自分の皿によそい、黙々と食べ始めた。

　食べて飲む。これこそ心を癒やす最高のセラピーだ。

「ねぇ、やっぱり、何度も目が合うんだけどぉ～」

「見込みあり、もしくは見過ぎなんじゃないの～？」

　ふざけ合う女性の笑い声が賑やかさに花を添えた。

　私はいまや彼女たちの話を盗み聞くことを止められなくて、意識をそちらに集中させてしまう。

　彼女たちも酔いが回っているのかだんだん話し声が大きくなっていて、横に座っていればはっきり聞き取れた。

　部長の席のほうから視線を感じるが、見たくなくて極力料理のほうに視線を走らせるが、不意に気になって視線を感じる方を見たい衝動に駆られてしまう。

　怖いもの見たさなのかもしれない。見ない方がいいと思っていることほど、人は見たくなるものだ。

　そんなふうに自分の殻に閉じこもって葛藤している間に、かなり和んだ雰囲気になっていた。私のグラスにはいつの間にか赤ワインが注がれていて、口に含むと、とてもフルーティで飲みやすく、トマトソースの料理を食べるとよりいっそうワインが進む。

　あまりに美味しくてますます食べることに集中していた。

「それだけ食べられたら大丈夫だな、もしかしてただお腹すいてただけなのか？」

　私の食べっぷりに驚いたような小池君にそう言われ、口に運んでいたフォークをそっと皿に戻した。

「えっ？　そう？　そんなに食べてないよ」

「いや、すごい勢いで食べてたよ。飲み食いしかしてないじゃん」

　そう言われむっとする。

　小池君のほうを向くと自然に視界に草壁部長が入るので、つい見てしまうのもいけない。

（あ、また目が合った。いや、違う。これは私じゃなくて、その隣の美人女子を見てるんだった……ああ、もういい加減にしてよ）

「おい、ふてくされるなよ」

「えっ、別にふてくされてませんけど？」

　何を的外れなことを言っているのだとますます腹が立ってくる。

「それだけ元気になったんだったら、二次会行くだろ？」

「いいえ、行きません。とりあえずここは最後までいるけど……。もうそろそろお開きじゃない？」

　周りを見回すと、二次会はどこのカラオケがいいかと話している。

「とりあえず、部長のことは本田さんと、営業の方々にお任せしますよ」

　私はにっこりと微笑んだ。その目に絶対引き留めるなと、念を込める。その時にも視界の片隅に部長の視線を感じていた。

「では、二次会に行かれる方はレストラン前に集合でお願いします。参加されない方は帰っていただいて結構です」

　本田さんのよく響く声が個室に反響し、解散の合図となった。

「お疲れ様です。私はお先に失礼しますね」

　営業部の面々にそう言い残し、引き留められる前に退散する。小池君が上手くやってくれるだろう。そう信じて営業部長に挨拶せずにレストランを出た。

　レストランから少し離れた場所で、見つからないように細い路地に入って、最寄りの地下鉄を探そうとスマホをバッグから取り出した。

　その時、肩を強引に掴まれ悲鳴のような声を上げた。

「あ、ごめん。驚かせた？　ねぇ今から飲みにいかない？」

　ホスト風の若い男性ににこやかに話しかけられるが、肩を掴まれた威圧感が半端なく、抱いた恐怖心は向けられた笑顔でも払拭されない。

「いえ、結構です」

　掴まれている肩の手を振り払おうと精一杯離れようとするが強引に引き戻される。

　手の指から足の先まで冷たくなるほど恐怖が駆け抜けた。

「そんなこと言わないで、一杯だけ飲もうよ～実は俺この近くの店で働いてるんだ。サービスするからさ」

　馴れ馴れしく体を近づけてこられて、警戒警報が脳内で鳴り響いているのに、恐怖で体が上手く動かない。

（だ、だれか……助けて……）

　心の中で祈っても無駄だとわかっていても、声も出ないのはかなり危機的状況だ。

「ほら、行こう」

　今度は腕を掴まれ、引きずられるように強引に連れていかれる。

　やばい、やばい――脳内で警笛が鳴るが、声が上手く出ない。

　ただ精一杯力を込めて後ずさりするしかなかった。

「おい、ここでなにしてるんだ」

　暗闇から明かりのある方へ目を向けると逆光でその声の主が影になって見えた。けれど私にはわかった。この声は『彼』だ。

「あ、あ、あの……」

　掠れたような声しか出ないが、草壁部長はしっかり聞き取ってくれたようだ。

「遅くなってすまなかった。すまないが、彼女は僕の連れなんだが……放してもらえるかな」

　威圧感のある声だった。

「あ、すいません。いやぁ、カップルでもうちの店は大歓迎なんで、今からどうですか？」

　懲りずに勧誘するホストに部長は「結構です」とはっきり言い放ち私の肩に手を回してかばうようにしてそこから連れ去ってくれた。

　肩にあるその手の温もりに安堵する。

　あのホストに掴まれていたときは恐怖しか感じなかった。その場所を今度はよく知っている人の温もりで浄化されているみたいに思える。

「あ、あの……ありがとうございます」

　通りに出てタクシーを停めた部長に頭を下げた。どことなく妙な気持ちになる。元カレに助けてもらったのに、こんなふうに他人行儀に接する必要があるのだろうか？

　意地を張りすぎている自分がとても子供っぽく思えて恥ずかしくなる。

「送っていくから乗りなさい」

　あくまでも上司のような口調にカチンと感情が刺激され、拒絶するように体が硬くなる。

　観察しているような視線を顔に感じて、それにも居心地が悪くなる。子供のように意地を張っているのは自分で彼はそれに手を焼いている……そんなふうにしか見えない。

　それがとても腹立たしかった。

　背中を押され、私はこれ見よがしにため息をつきタクシーに乗った。部長も乗り込んでくる。

「住所は？」

　そう言えば、彼は私が住んでいるところは知らないのだと、気づく。それほどふたりの距離は遠くなったのだ。今はもう実家ではなく独り暮らししているのだから。

　住所を告げた後、私は黙り込んだ。

　何をどう切り出せばいいのか思案しようと思ったのになかなか考えることができない。とにかく、子供っぽい自分の態度を謝るべきか、一応助けてもらった礼は言ったのだから、これ以上何をどう言えばいいのかわからない。

　そう言えば部長は二次会に行かなくてよかったのだろうか？　今更だがそのことに気づいた。

「あの、二次会……行かなくていいんですか？」

「ああ、皆で楽しむように告げて帰らせてもらった。どうもああいうのは苦手なんだ」

　そうだった。昔からカラオケは苦手だったな……と、思い出して笑みが漏れる。

「カラオケが苦手な人もいるんだ。君はどうして二次会に行かないんだ？」

　私が笑ったことに気を悪くしたのか、そんなふうに言われ、思わず部長のほうに視線を向けた。

　刹那、目が合ってしまう。

　ドキン――と、心臓が大きく跳ねた。

　何度も目が合う度に過剰に反応してしまう自分の心臓が嫌になる。

　もうこの際、本当のことを言ってしまおうか？　あなたがいるから行かなかったんです――と。そうしたら、彼はどんな反応をするだろうか……？

「小池は行ったのにどうして君は行かなかったんだ？」

（小池？　どうして小池君の名前がここで挙がるの？）

　まったく理解できない。

「こ、小池さんが参加したら私も参加しないといけないんでしょうか？」

　的外れな返答だったのかもしれない。しかも疑問文に疑問で問いかけてしまったのだ。考え込むように眉間に皺を寄せる表情を見てそう悟った。

「あの……もうこういう知らない振りは止めましょうよ」

　私はもう耐えられなくなった。

　いつまでこんなふうに上面だけの上司と部下との関係を強いられるのか。もう過去は過去で終わらせようとはっきり言えば、私もすっきり吹っ切れることができるかもしれない。

　彼は私の顔を真剣に見つめているばかりで何も言わないので、余計に苛立ちが増していく。

　もう限界だった。

「先輩は私と再会して……私とのことは忘れたい過去だったのに、今更蒸し返されたくなくてしらん振りしてるんでしょうけど、どう考えてもそれって無理があるでしょう？　だって過去は消せないんだから。今更先輩に過去を返せなんて言わない。けれど何も言わずに去っていった理由くらい教えてくれてもいいんじゃないかって……」

　一旦機関銃のようにまくし立ててしまった自分の息を整える。もうすべての堪えていた感情を吐露せずには収まりきらなくなっていた。

　しかも彼の表情は能面のように無表情で、ただ私を凝視しているだけだ。感情のかけらも見えず、焦燥に囚われる。

「それに……せ、先輩に、未練なんてないですから。十年以上も前のこと引きずってなんかいませんから」

　言い終わってはっとする。これでは引きずってますと恨み辛みを吐き出したようにしか聞こえないのではないだろうか？

　いたたまれず、視線を逸らし下を向いた。その時、そっと手を優しく重ねられた。握られたわけでもなく、膝の上に無造作に置いていた私の手の上に彼の手が重なった。ただそれだけのこと。それが私の胸を熱くさせる。暖かい感情が溢れ出し懐かしさでいっぱいになる。

「すまなかった……。本当に……すまない」

「いいの！　あの、謝ってほしいわけじゃないので」

　その時タクシーがマンションの前に停車した。

　我に返り、会計をしようと財布を出すが、彼が素早くそれを制する。

「あの、ちゃんと話した方がいいと思うし、お茶くらい出します」

　咄嗟に出た言葉だったが、部長は納得したのか頷き、タクシーの精算を済ませると私と一緒に降りた。

「これが本当にいい案なのかどうか僕にはさっぱり判断できない……けれど君が話をしたいと言うなら、とことん付き合うよ」

　そう言われ、突き放されているような気持ちになるのはなぜなのだろう？　すごく他人行儀に感じてしまう。十数年時間が経っているのだからこれが普通なのだろうか……？　私に何も言わずに去ってしまったことに罪悪感があってこんなふうに他人行儀なのだろうか……？

　そんなふうにも考えられるし、それなら納得できなくもない。

　ストンと納得できるものではなく何か濃い霧に包まれているようなはっきりしない感覚に囚われて気持ち悪さが残る。それを私はこの際はっきりさせたくなった。

　そう、このチャンスを逃すわけにはいかない。そんなふうに決意した。

　マンションは一階が管理人室と駐車場などになっており、私の部屋は二階にある。階段で上がればすぐで、考え事をしているうちに玄関のドアの鍵を開けていた。

「どうぞ」

　元カレなのだから特別意識しないように部屋に上がってもらう。しかし私の心臓は痛いほど速く打ち付けていた。

　この人は元カレで、初対面の男性ではない――と自分に言い聞かせる。

　なぜそんな馬鹿なことを言い聞かせないといけないのか、自分でも理解不可能だ。

「お邪魔します」

　礼儀正しいところは昔のままだ。というか、他人行儀な感じ以外はよく知る先輩そのものなのだから、他人行儀な振る舞いを止めてくれれば私のこのモヤモヤした気持ちは収まるのだろうか……？

　ここまで連れてきたはいいけど、何をどう切り出せばいいのかわからなくなる。

「お、お茶がいいですが、それともコーヒー？」

「炭酸水があれば……」

（よかった、炭酸水は冷蔵庫にある）

　私は嬉しくなった。昔から先輩は炭酸水が好きで、それで私も好きになったのだ。そのことを思い出し胸が熱くなる。

「どうぞ」

　グラスと炭酸水のボトルをローテーブルに置き、グラスに注いだ。私のグラスにも同じようにする。

　しばしお互いグラスを持ったまま硬直していた。

　しばらくして彼がごくごくと喉を鳴らせて水を飲み始め、私もつられるようにして飲んだ。

　一息ついても先輩は何か考え事をしているように下を向いたまま黙っている。

　何を考えているのだろう？　と、顔を凝視するが私には彼の感情を読み取ることは不可能だった。

「あ、あの……。私がさっき言ったこと気にしてるんなら、本当にそんな必要ないから。先輩がどうして何も言わずに私の前から去ってしまったのか知りたいだけで……。きっとそれは私が傷つくことなのかもしれないけど、もう十年以上も前のことだし、今更何を言われても平気だから。ただ、本当のこと知りたいだけなの」

　ソファに座る先輩とローテーブルを挟んで床に正座している私。

　そんな構図だった。

　先輩は苦難を絵に描いたような表情で顔を上げ私と視線を合わせた。

「片倉茉奈」

「えっ？　はい」

　いきなりフルネームで呼ばれ背筋をただす。今から何を言われるのかと、緊張が走った。

「僕は君と……付き合っていたのか？　高校生の時ということか？」

（な、なんですって……？　な、なに？　どういうこと？　なんかの冗談？）

　驚きのあまり声さえ出ない。口をあんぐりと開けて、目を見開いて先輩の顔を凝視することしかできない。先輩は眉間に皺を寄せたまま困惑したような表情で私を見つめている。

　目が合っているのに見ているものはまったく違う世界なのだと痛感させられていた。

　いったいどうして？

「本当に……すまない。混乱させてしまって……。日本に帰ってくればこんなことになるだろうとは予想はしていたが、まさか転職先で昔の彼女がいるとは想像していなかった。出身校が同じだからもしかしたら顔見知り程度だったのかもしれないとは感じた。なぜなら、君と話をすると奇妙な感覚に……まぁそれはいい。僕は君と付き合っていたんだね？」

　確認するように前のめりになって聞かれて私は即座に頷いたが、まったく意味がわからない。いったい何が言いたいのだろう？

「ああ、すまない。これでは意味がわからないね。実は僕は大学時代に事故に遭って……ある一定期間の記憶をなくしたんだ。高校三年から事故に遭った大学三年までの記憶を……」

　想像斜め上の告白に、正直思考がついていかない。

（記憶喪失ってこと？　そ、そんな……私のこと忘れたってこと？　すっかり全部？）

　それが何を意味するのか、先輩はわかっているのだろうか……？　先輩との思い出がすべてだった私にとって、人生最初で最後と思えるほどの人との思い出を共有できることの意味が……それをなくしてしまったのだ。

　だって先輩は何も私のことを覚えていないのだから。

　勝手に涙が溢れ頬を流れ手のひらにこぼれ落ちて我に返る。自分が泣いていることすら気づかないほどショックだった。

「泣かないでくれ……。たのむ、たぶん、きっと一緒にいれば思い出す。きっと思い出すから……」

　いつの間にかソファから立ち上がった彼に抱きしめられていた。

　その腕の力強さ、何より彼の匂いを私は覚えていた。

（ああ、先輩だ。この人は……私が大好きだった人……初恋の人……）

　感情のままに背中に手を回し抱きつく。涙が止めどなく溢れ出し、号泣するあまり体が震えた。

　そんな私を先輩は強く抱きしめてくれる。

　懐かしい匂いと体温の熱さに悲しみが増していくが、次第に別の熱も持ち始めていた。

　体が……この人を覚えている。

　芯が熱くなり、痺れるような甘い感覚が全身に駆け抜け始めると、私は欲情を抑えられなくなった。

　秘部がジンジンと痺れ始め、蜜が溢れる感覚に背筋が震えてしまう。声を出さないように唇を噛んで必死に堪えた。

　抱きしめられている先輩の手のひらが背中をさすり始めると、その熱にさえ感じてしまう。

　涙も引っ込み、いまや手のひらから与えられる感触に意識を集中させてしまう。

「体が熱い……。酔ってるのか？」

　耳元で囁かれぞくりと体が甘く震えた。

「い……いえ……」

　思わずそう答えたが、酔っている振りをした方がいいのだろうか……などと、考えてしまう。

「いい匂いがする。この匂いを知っているような気が……」

　ぎゅっと強く抱きしめられ、敏感な頭部に熱い息がかかり、それさえ快感になってしまう。

　下着がしとどに濡れるほど私は感じてしまっている。それを自覚すればするほど羞恥で濡れてしまうのはどうしてなのか……。もう自分では制御することなどできない。

　焦り始めると余計にそこが気になり始めてしまう。

　もぞもぞと太ももを擦り合わせるように動いてしまうのはそのせいだ。

　頭部にかかる息がさらに熱を増した気がした。と、その時、体を離されそして、一瞬にして唇を塞がれた。

　突然でよくわからないまま、唇の感触に夢中になる。強く押さえつけられた後、ちゅっと淫靡な音が鳴るほど吸われピリッとした痛みが背筋に駆け抜けると、条件反射のように声を漏らしてしまう。

　弛緩した唇を強引にこじ開けられ、舌を絡め取られる甘美な刺激に全身がわなないた。

　クチュクチュ――と、淫靡な音に羞恥心が掻き立てられ、体に火がついたように熱くなる。

　この感覚、この快感……まるであの頃に戻ったみたいだと思った。

　過去の自分に同調してしまったが最後、抗うことを忘れ夢中で先輩から与えられる官能の中に身を委ねた。

　弛緩した体を抱き留められ、顔を上向きにされて濃厚なキスをされている状態はとても刺激的だった。

　何も考えられなくなるほど頭が真っ白になってしまう。

　私は自ら舌を動かせて先輩の動きに合わせるようにした。舌がダンスをするように絶妙に絡まり合い、快感が増していく。次第に息遣いも苦しく荒々しくなっていった。

　擦れるお互いの体の感触さえ快感になる。

　この肌に触れたときの感触を今でも覚えている……。そう思った瞬間我慢できなくなった。今すぐに先輩の肌に触れたくて堪らない。

　あの頃のように情熱的に愛してほしい。

　もう私のことを覚えているとか忘れてしまっているとか、そんなことどうでもよくなっていた。

　ネクタイのノットに指をかけ引っ張ると、むしり取るようにして外した。その後は無我夢中でシャツのボタンを外していく。

　欲情が加速するに任せ、自分を制御できない。

　先輩もされるままではなかった。私の服を性急に脱がせていき、お互い貪るように床に崩れる。

　上半身裸になると、先輩は私の唇から離れ、それを首筋へと這わす。啄むようにされると快感が増していく。胸を手のひらで包まれる温もりに先端の果実が熟したように硬く尖った。

　指の腹で擦られたかと思うと、摘まむようにして強い刺激を与えられる。そうされると我慢できなくなって背筋を反らせて悲鳴のような声を漏らしてしまう。

　全身が敏感になりどこを触れられても体が震え、甘い喘ぎ声が止まらなくなった。

「この体……知ってる気がする……いや、知ってる。甘い、この匂い……」

　熱に浮かされたように囁かれた言葉に涙が零れそうになる。

　きっと思い出してくれる……。体を重ねれば……きっと。

　思い出すはず……。

　私はそんな期待に胸を躍らせた。

　あの頃のような濃密な時間を過ごせば、きっと先輩は私と共有したあの時間を思い出してくれる――。

　そうなってほしかった。

　素肌と素肌を密着させその熱と肌の感触に酔いしれる。彼の手は私の下半身をまさぐり、下着を脱がし始めていた。

　湿った下着を取り省かれる羞恥に背筋に震えが走る。

　指で秘部をまさぐられ、敏感な花びらを開かされる感触にため息が漏れた。

　指が動く度に蜜が絡まる淫靡な音が鼓膜を震わせる。

「ぁ……んんっ……はぁ……ああっ……」

　次第に喘ぎ声が大きくなるのを自覚すると、羞恥で全身に熱が駆け巡り肌が敏感になる。

　触れられている箇所から痺れるような快感が全身へと広がっていく感触に、背筋を逸らせて身もだえる。

　まるでもっととせがんでいるみたいで恥ずかしい。

「はぁ……ああんっ……」

　ちゅっ――と、音を立てて胸の先端の果実に吸い付かれ、甘い声が喉から漏れた。

　執拗になぶられ吸われることで得られる快感は私を夢中にさせる。もう快感から抜け出せないのではないかと思うほど、引きずり込まれていく。

　脳が蕩けてしまったように考えることなどもうできない。感じやすい胸の先端と、秘部の突起を一度に弄られる快感はすさまじかった。

　背筋を上下に波打たせて、何か強烈な快感が迫り来るような、大きな波に呑み込まれるのを待つしかない。焦らされれば焦らされるほど、高い波に呑まれたくて堪らなくなる。

　ぷっくりと膨れた秘部の雌芯を指の腹で撫でられ、転がされて快感が高まるが、絶頂がやってくる寸前でその動きは怠惰になった。

　何度もそうやって焦らされているうちに、私は我を忘れて悶え狂っていた。

「ああっ、ぃやぁ……やぁ……。だめっ……やめちゃ……だめっ……ああっ……」

　恥ずかしい喘ぎ声は甲高くなるばかりだった。

　彼が上司だということも、忘れられない元カレだということさえもう意識にはない。

「イキたいならお願いしろ」

（えっ……う、うそ……）

　その一言で私は一気に上り詰めた。

「あ、ああっ……」

　甲高い声を上げた後は声にならない熱い息遣いだけが部屋を満たしていく。

　完全に意識は過去へと戻っていた。




『イキたいならそうお願いしろよ』

　何度も執拗に感じる場所を愛撫され、蕩けた思考にとどめを刺される。

　私は従順だった。先輩の命令に逆らえるわけがない。

『い、イカせて……ください……』

　そう掠れた声で告げた刹那、先輩は私の股の間に顔を埋めた。

　舌と唇で絶妙に愛撫されると一気に上り詰める。その快感は全身を痙攣させるほど強烈だった。一度絶頂にたどり着いただけでは許してはもらえない。何度も私は先輩の舌と唇で極めた。




　今、それと同じことが起こっていた。

　泣きながら哀願するが、それはただの喘ぎ声にしかならない。

　肌から汗が噴き出し、甘い蜜の匂いが部屋に充満している。腰を震わせ、背中を仰け反らせ喘いで泣いても、許してはもらえない。

　強烈な快感は私を引きずり込んでいく。そう、彼から与えられる快感の中に……。

「ああ、知ってる……この熱、この匂い……知っている」

　体を激しく揺さぶられながら耳元で囁かれた言葉を聞き取った。

　繋がった場所が熱く溶けてしまいそうだ。

　体を揺さぶられる度に重なっている肌が摩擦する。そこからもたらされる熱でもさらに体温が上がった。

（あ、す、すごい……は、激しい……）

　先輩とのセックスはいつもこんな感じだった。

　気を失うほど激しくて……情熱的で……どうにかなってしまいそうだった。

　私の心はもう過去に戻ってしまっていて、その場所で一体感を味わっている。辛い現実から目を逸らし、そして愛されていたと信じていたあの頃に逃避するみたいに……。

「あ、あ、あ、せ、先輩……好き……好きなのっ……ああっ」

　いやいやをするように顔を左右に振ると涙が飛び散った。

　ぎゅっと彼に抱きつくとその背中は汗で濡れていた。

　激しさを増す抽挿に私は我を忘れた。







（二）




　うっすらと記憶の奥底に置き去りにした大事なものが思い出せず、俺はいつもそれがなんだったのかを考え続けていた。

　それは漠然としていて、どんな種類で、何なのか特定できなかった。それは――心に靄のように残っている、甘く切ない、しかし恐ろしいほど黒い感情だ。

　記憶をなくしたのはバイクの事故による脳震盪が原因だった。

　アメリカの大学に留学中だった頃、時折バイクで遠出することがあった。ただの気晴らしで趣味だった。

　車と接触事故を起こしたことを事故後の病院で知らされるまで自分が事故に遭ったことすら記憶になかった。

　そして、すっかりある一定期間の記憶をなくしたということを悟った。

　すべての記憶をなくしていればもっと大事になっていたのだろう。しかし、俺がなくした記憶は人生のほんの一部分だった。

　自分の名前や両親のことはわかっている。しかし大学時代の記憶が消えていた。

　自分がなぜアメリカの大学にいることすらわからなかった。

　それでも授業に出れば次第にその内容を思い出した。親しかった友達のことも、徐々に思い出せた。しかし、高校三年から大学一年の間のことが思い出せなかった。

　今現在の学生生活に支障がないのだから、無理に思い出す必要はないと医者に言われたことから、俺もそれほど無理をしなくてもいいのではないかと軽い気持ちでいるように心がけた。そうしているうちに精神状態も安定し、失った一部の過去のことは考えないようになった。

　大学卒業後はアメリカの会社で働いていたが、将来のことを考え始めた俺は日本で働いてみることを考え、転職斡旋会社に登録した。すぐにヘッドハントがあり、あっという間に転職が決まった。

　日本に帰国すれば失った記憶が戻るかもしれない――そんな期待がなかったわけではない。しかし、この状態は想定外だった。

　今、横で眠る部下のあどけない寝顔を眺める。

　自分があんなに獣のように女の体を貪るとは想像していなかった。

　どちらかというと、自分は淡泊な方だと認識していたのだ。もしかしたら女性には興味がないのかもしれない……と、考えたほどだ。

　それなのに……まるで別人のように彼女に発情した。獣のように理性を失い欲情に流されたのだ。

　初めて知る激しく燃えたぎるような感情に戸惑っている。彼女に『先輩』と呼ばれる度に激情に掻き立てられた。

　自分の潜在意識の中では彼女のことを覚えているということだろうか……？

　小池と親密そうに接している場面を見ただけで胃の辺りが熱くなり、目が離せなくなったのは、嫉妬したからなのだろうか？　嫉妬などと簡単に片付けてしまえないほど、激しい感情だった。

　顔を寄せ合って話をしているところに割り込んで引き裂いてやりたくなる。小池を彼女から遠ざけるために海外事業部から外してしまいたい衝動に駆られた。

　そんなことをしなかっただけの冷静さが残っていたことに正直安堵している。

「ん……まぶし……」

　掛け布団を頭がすっぽり隠れるまで引っ張り上げた彼女はまたそのまま眠ってしまったのか、動かなくなった。

　布団を持ち上げて見てみたい衝動に駆られる。

　横に感じる体温に次第に欲望が目覚め始める。触れたくて堪らない。その誘惑に勝てそうになかった。

　肌が触れ合うまでそっと脚を近づける。

　彼女の太ももが肌に当たった。一糸纏わない姿で寝ていることは知っている。自分も何も着ていない。

　肌と肌が触れ合う感触が心地よく、離れられない。しかも彼女の肌は滑らかでまるで絹のようだ。この肌の感触、匂いを自分は知っているような気がした。

　肌は舐めると甘酸っぱく、甘い花の匂いがした。ジャスミンのようなそんな香りだ。

　欲情するとその香りが濃厚になる。

　その匂いにも興奮を煽られた。脳が匂いに反応し、知っていると訴えるのだ。

　――この女はお前のものだと。

　感覚とは恐ろしい。記憶にはないのに、彼女を知っているという事実を感覚的に理解し、そして受け止め始めている。

　体を横向きにして柔らかい彼女の体を抱きしめる。

　熱いほどの体温が気持ちいい。

　素肌を重ね合わせることがこれほど快感を呼び覚ますことを長い間忘れていたことに気づく。すでに欲望が滾り熱を持ち始めていた。

　今すぐに彼女の中に入ってその熱と潤いを堪能したいと気持ちが急くのを堪え、肌の感触を確かめるように手のひらで触れる。

　太ももから、下腹部、股の間には触れずに上へと手を滑らせる。ふくよかな胸の弾力を確かめるように手のひらで包み込んだ。

　硬く尖った先端が手のひらに当たる感触に興奮させられる。

「はぁ……ぁ……」

　ため息のような甘い声にさえ欲情を掻き立てられた。

　ぎゅっと抱き寄せ脚を絡ませる。上下に肌を擦り合わせるようにしながら、大きく硬く欲情に滾った熱の塊を彼女の肌に擦りつけた。

　心地よさに熱いため息が漏れる。

　脳が沸騰したみたいに思考がショートした。

　貪るように胸の先端の果実を口に含んで吸っては舐めしゃぶった。

「はぁ……ああっ……ぃやぁ……ああっ……」

　イヤと言われても止められるわけがない。

　感じているのか、身もだえるように体をくねらせる茉奈の体からは芳醇な熟した果実の香りが立ちこめている。

　そっと股の間に指を滑らせると、そこは熱く潤っていた。ぷっくり膨れた雌芯を転がすように触れると、彼女の腰が痙攣するように震える。蜜が溢れ出して、指先を濡らし、動かす度にクチュクチュと淫靡な音がした。

　弾力のある乳房を唇に感じるだけでも気持ちいい。

　舌先に当たる小さな果実のような突起を舐めると甘く感じるのは気のせいだろうか。茉奈の肌すべてを舌で味わいたくなった。

　もう散々堪能したというのにまだ足りないのだ。

　体をくねらせて身もだえる茉奈の肌は汗ばみ、滑りが良くなっている。

　押さえつけるように脚を絡ませ固定させ、股を開かせたまま閉じられなくする。

　雌芯を撫でる指の動きを速くすると彼女の腰は激しく上下し始めた。

「ああっ……ぃやぁ……い、いっちゃう……い、いくぅ……」

　切羽詰まった声の後、痙攣するように体を震わせた。

（ああ、なんて可愛いんだ！　もっと限界まで狂わせてむちゃくちゃにしてやりたい）

　脳内に火花が散ったような衝撃が起こり、もう自分を抑えることができなくなった。

　胸の突起を堪能していた唇を放すとすぐに茉奈の脚を大きく開脚させ、露わになった秘部に唇を押し当てた。

　甘い花の香りが鼻腔に立ちこめる。その香りは媚薬のように己の下腹部を刺激した。

　唇でぷっくり膨らんだ雌芯を挟み舌先でつついては舐めた。

　舌に感じる感触に興奮が高まった。

「あっ……はぁ……んんっ……だ、だめっ……あああっ……」

　喘ぎ声が甲高く、大きくなっている。

　その声で彼女がもう限界なのだと察するが、止めることはできなかった。

　指を蜜が溢れ出す入り口にあてがい、中に押し込む。しとどに濡れているそこは容易に二本の指を呑み込んでいく。熱い胎内は波打つように指を呑み込み、皮膚に絡みついてくる。

　指を動かしながら、雌芯を味わうことに夢中になった。茉奈の状態を観察するほどの余裕などない。

　それほど興奮していたのだ。

　指を動かす度に胎内から溢れ出す濃厚な蜜が絡まる音が淫靡に響く。

　体をくねらせ、腰を上下に痙攣させる茉奈の痴態は淫靡だった。

「もう、だめぇ……だめぇ……」

　絶叫の後、泣き声のような息遣いが耳に届き我に返った。

　顔を上げて茉奈を見る。

　頬は赤く汗ばみ、激しい息遣いで胸が上下している。全身が汗で艶めかしく光り、熱湯を浴びせたように赤く火照っていた。

　ゴクリと唾を飲み込むほどその姿は妖艶だった。

　もうだめだと思った。

　彼女を知ってしまった以上もう手放せない。記憶がないとか以前の問題だ。もう俺は、片倉茉奈に惚れ込んでしまっているのだ。

　そう悟った刹那、この女は俺のものだと心が訴え始める。

　両脚を掴み、一気に熱棒を埋め込む。

「はぁ……あ、あつい……」

　茉奈はそう言った。

　欲望のまま激しく腰を打ち付ける。得も言われぬ快感が脳天を突き抜けた。

　激しく波打つ彼女の体を見つめながら、壊してしまうのではないかと思うほど激しい抽挿を続けた。

「あ……す、好き……好きなのぉ……」

　喘ぎ声の狭間に聞き取った言葉に胸が熱くなる。

　茉奈がどれほど俺のことを好きだったのかを思い知った。その記憶がなくても、愛おしさが増していく。

　記憶がなくてもずっと長い間、恋人同士だったような気がした。

「あ、ああっ……茉奈……」

　自分の口から自然に彼女の名が出ていた。







（三）




　いつもの時間、いつものように出社する。

　草壁部長の歓迎会のあった週末、私の身に起こったことを考えるとどうしていいのかわからなくなる。

　金曜日、歓迎会が終わった後、私は彼を家に上げた。そして……記憶をなくしてしまったことを知らされた。

　すごくショックで、ショックすぎて、たぶん平常心を失ったのだ。

　先輩がどんな人なのか、私はよく知っていたはずだ。記憶をなくしていたとしても本質は変わらないのだろう……。よくわからないけど。

　先輩は何ら変わっていなかった。私のことを覚えていなかったとしても、あの行為はまさに先輩そのものだったのだ。

　情熱的で激しいセックス。

　自分が夢中になってしまった濃密な関係。それを再現するような行為だった。

（ああ、どうしよう……。もう忘れるんじゃなかったの？　これじゃ忘れられない）

　頭を抱えて悶々としてしまう。目と鼻の先の部長室には彼がいて、そして私はまだ挨拶もしていない。

　デスクのパーティションに隠れるように机にうずくまり頭を抱えているのだ。

「片倉さん、おはよう」

　声をかけられはっとする。この声は草壁部長だ。というか、彼しかいないのだから、そうなのだけれど、テンパっている私にはもう何をどうしていいのかわからない。

「は、はい。おはようございます」

　テンパりながらも姿勢を正し、返事をした。

　ちらっと見た部長は悪戯な笑みでこちらを見ており、その表情にドキドキと鼓動が早打ちしてしまう。

「話がある」

　突然威厳のある声でそう言い放つと、踵を返して部長室に戻ってしまった。

　私は恐怖に全身が硬直してしまい、動けず椅子からすぐに立ち上がることもできない。

　すぐに部長の後を追いかけなくてはならないのに機敏に動けない。

　深呼吸をする。

（さぁ、立って、部長室に行くのよ茉奈。怖くない、怖くなんかないんだから）

　自分に言い聞かせるが、部長の話とは……週末のことに違いない――ような気がする。

　週末のあの……ふたりだけの時間をなかったことにされる――に違いない。

　まるで記憶が戻っているかのような濃密な時間だった。それなのに、冷静を取り戻した部長によってそれを取り消されてしまう。そんなふうに感じたのだ。

　先輩は過去の人。そして部長は現在の知らない人だ。

　そう自分に言い聞かせる。

　そして週末私を抱いたのは……先輩だった。

　それだけのこと。

　大人にならなきゃ。

　私は自分の心を奮い立たせて席を立った。

「し、失礼します」

　意気込んだものの小さな声になってしまう。

　部長は私のほうに向くと座るように促した。

「ドアは閉めてくれ」

　そう言われ恐々ドアを閉め、デスク前の椅子に座る。

　書類をめくる指先が男性にしては綺麗な指だとか……そんなこと考えてしまう。

　ドキドキしながら、何を言われるのだろうかと待っている時間はとてつもなく長く感じられた。

「僕は君にすべてを打ち明けた」

　書類を見ながらそう言われた。私は固唾を呑んでその先を待った。返事などできなかったのだ。だって、なんて言えばいいの？

「思い出したわけじゃないけど、君を知っているのは心で感じた」

　――思い出したわけじゃない。

　その言葉だけが脳内に反響している。

　ショックだった。あんなに、あの頃のように、私を抱いておきながら、思い出したわけじゃないって……。そんなことありなわけ？

　ショックの次にやってきたのは怒りだった。

「都合のいい言い訳なんて聞きたくありません」

　そう言い放つと激高に背中を押されるまま椅子から立ち上がる。ここでやっと部長は顔を上げ私と視線を合わせた。

　私が怒っているのを表情で察したのだろう。もしわからなければよほどの馬鹿だ。

　部長が顔色を変えて同じように立ち上がった。

「茉奈、落ち着けよ」

　名前で呼ばれ、硬直する。まるで、あの頃のように、名前を呼ばれたことに感情が激しく揺さぶられる。

「お、落ち着いてます」

　そう言う声が震えていた。

　涙を流さないように堪えるので必死だった。彼の視線から目を逸らさないだけで精一杯だ。いったい私はどんな顔をしているんだろう……と、心配になる。なぜなら部長の表情が私をいたわるような優しい眼差しになったからだ。

「君を知っている。そう自覚した。けれど記憶は戻ってない。でもそんなことはもういいんだ。記憶がなくても、僕は君が好きだ。好きだと自覚した。だから、付き合ってほしい」

　脳内に今言われた言葉の意味が浸透するまで時間がかかった。

　呆然と立ちすくみ微動だにできなかったが、一気に酸素が行き渡ったように目を見開いた。

「えっ？　つ、付き合う？」

「そう。記憶が戻らなくても、一からやり直すことはできるだろう」

（そ、そういうものなの？）

　脳内が混乱し上手く考えがまとまらない。

　なんだか、彼の手腕に上手く丸め込まれたように感じてしまう。

「私のこと……何も思い出せなかったんですか？」

　どうしてそのことにこだわってしまうのだろう？

　あんなに、あの頃のように私を抱いておきながら思い出せないなんてあり得るの？　――そんな心の声が聞こえてくる。

　つまりそういうことなのだ。私の中で、過去を思い出してもらえないことが、心に引っかかり続けているのだ。先輩にとって思い出すに値しない、それほど大事な思い出ではなかったのだと……。

「君には誠実でありたい。だから、本当のことを言ってるんだ。本能的に君を知っている感じはする。でも……思い出しては……いない」

　視線を逸らされ、下を向いてしまった部長の表情は辛そうに思えた。

　記憶をなくしてしまうことがどんなに辛いことなのか、私は想像するしかない。

　とても苛立たしくやるせないに違いない。自分を知っている人がいて、本人はその人のことを思い出せないのだから。まるで秘密を握られているような不安を感じるのではないだろうか？

　そこまで想像して私は我に返った。

　私を思い出してもらえないからって、部長を責めるのは間違っている。

　そう、間違っている。

「今の私を好きだと言ってくれるなら……もうそれで充分です。記憶が戻らなくても……私、どうして先輩が何も言わずに去ってしまったのかが知りたくて仕方なかったけど……それももういい。今現在の私を好きでいてくれるなら」

　大事なのは今の気持ちだと私は思った。

　もう過去のことは考えないようにしよう。

　思い出されないことに不安を感じたりしない。今、私を好きだと言ってくれることが大事なのだ。

　ほっとしたような表情をして私に微笑んでくれる。その部長の顔を見て私も微笑んだ。

　もう過去に存在した先輩は過去の人。

　今私が好きなのは目の前にいる上司の草壁部長なのだ。

　私は過去の先輩をこの時葬った。










第四章











（一）




　新卒で働いてかれこれ八年。私は今一番充実していると言える。これほど仕事が楽しいと思えたことも初めてだった。

　それは好きな人が会社にいるだけじゃない。もちろんそれはとても重要なポイントなのだということは自覚したのだけれど、もし恋愛ごとがなくても、草壁部長の下で働くことに生きがいを見いだしていたはずだ。

　それほど、仕事に対する意欲が増したのだ。

　それは私だけではなく小池君も同じだと感じた。

　彼のやる気モードは見たことがないほど高く、表情が生き生きとしていた。

「なぁ、片倉。海外事業部成功させような。これが成功できればこの会社はもっと大きくなることができるんだよ。俺たちだけで土台を作れたらすごいよな。絶対成功できるって思うんだ。草壁部長はすげぇよ。絶対間違いないって安心させてくれるんだ」

　目の前のデスクで小池君は意気揚々とタイピングしながらそんなことを呟いている。名前を呼ばれたから私に話しかけていることには違いない。

「うん。そうだね」

　そう答えるしかない。少し、素っ気なかったかなと、心配になったが小池君は気にしていないようだ。

　改めて、草壁部長のすごさを実感する。

　こんなに有能な人が私の彼だなんて未だ信じられない。

　草壁部長にとって、私の記憶がないのだから、過去は関係ないのだ。付き合ってほしいと言われた時点で、今の私を知って、付き合いたいと言ってくれたのだと思う。

　決して、過去を忘れてしまったことへの罪悪感からではないと……。

　彼を知れば知るほど、その可能性がないとは言い切れないように思えてきて、不安になることもある。

　けれど、私は幸せだった。

　愛されていると感じるからだ。時折ネガティブ思考に陥ってしまうけれど、部長に会えれば復活する。考えすぎだと素直に思えた。

　その時は愛されていると信じられるから幸福感に満たされる。だからネガティブになってはいけないと自分に言い聞かせる。

　それでも不安に襲われるのは、どうしてなのだろう……。愛されていると感じることができるのに……。

　ネガティブな感情は予想不可能で、不意に襲ってくる。私は今、その状態だった。

　部長のすごいところを実感してしまうと、尊敬の念でいっぱいになり、その後こんな自分では彼に不釣り合いなのでは、もしかして罪悪感を持たせてしまっているのでは……と、ネガティブ思考に陥るのだ。

　まったくもって私の勝手な妄想で、勝手に不安になっているだけ――ということは自覚している。

　気分を変えるために私は席を立ち、トイレに向かった。

　個室に入れば独りになれる。少し頭を冷やさなくては……。

「あっ」

　トイレのドアを開けた瞬間、目に映った人に、小さな拒絶の声が漏れた。それを誤魔化すように即座に言葉を発する。

「お、お疲れ様です」

「あら、片倉さん。海外事業部のほうはどう？　やりがいあるんじゃない？」

　本田さんが珍しく、愛想良く私に話しかけた。

　いつもどことなく意地悪な感じなのに、今の本田さんはなんだか違う人みたいだ。

「あ、ええ。草壁部長と仕事するのはすごく勉強になります」

「でしょうね。なんだか、表情が生き生きしてるもの」

「えっ？　私がですか？」

　驚いて聞き返してしまった。本田さんはさすがに社長秘書だけあって洞察力があるのかよく見ている。そんなことを言われたのは彼女が初めてだ。

　クスクスとおかしそうに笑い、私を見つめる視線がどことなく今までと違う気がして戸惑ってしまう。

「片倉さんって……わかりやすいよね。草壁部長に気があるんでしょ？」

　ドキン――と、心臓が不穏に高鳴った。

　さすが本田さん、絶妙な感じで相手の急所を突いてくる。

　本田さんの頭が良いのはわかっている。けれどこんなふうに急所を突かれると、頭の悪い私はジタバタしてしまう。

「あ、えっ？　な、何言ってるんですか……あははっ」

　テンパっていることを隠すことなど不可能だった。

　あろうことか本田さんは見たこともないほど破顔し笑いの発作を起こしたみたいに爆笑し始めた。

　呆気にとられて見守るしかできない。

　お腹を抱え、涙さえ目元ににじませている。

　それほど笑われる要素があっただろうか……？　と、私のほうは冷水を浴びたようにさっと血の気が引いていく。

「ほ、本田さん？」

　心配になって声をかけた。

　彼女は、必死に息遣いを整え、冷静になろうとしていた。

「ああ、ごめんなさい。私ったら、取り乱しちゃって……。だって、片倉さんったら本当にわかりやすいんだもの」

　その通りだ。まったく間違っていない。だから何も言い返せなかった。

　本田さんは私の腕に彼女の豊満な胸がぴったりとくっつくほど近づいた。

　拒絶ができないほどあっという間で、私は動けなかった。

　女性同士だし、特別不快には思わなかったけれど、突然で、しかも本田さんだし、少し怖い気がしただけだったのだが、私が動かないとさらに体を押しつけてくる。

　耳元に本田さんの唇が接近していて吐息さえ感じられ、なんだか、すごく危ない雰囲気なのでは……と、鈍感な私でさえ危機感を覚え始めた。

「草壁部長が好きなんでしょ」

　鼓膜がかすかに震えるほどの小さな声で、耳たぶに息がかかるほど近くでそう言われた。

　ぞくり――と背筋に震えが走った。恐怖からか、それとも耳たぶに息がかかって感じてしまったのか自分でもわからない。

「あの……それは……あの……」

「寝たの？」

　はっきりとそう聞かれ、背筋を大きく震わせてしまった。

　もうばれていると言っていい。鈍感な私でもこの反応は言葉よりも雄弁だとわかる。

　刹那ぎゅっと本田さんに抱きしめられた。

　驚きのあまり思考が止まってしまう。いったい何が起こっているのだろうか……。

「あたしね。好きな子には意地悪しちゃう悪い癖があるの。片倉さんを弄っちゃってたのはそのせい。わかってたことだったんだけど……ずっと彼氏がいないみたいだったから……もしかしてって思っちゃった」

　頬に手をかけられた瞬間横を向かされ、唇が重なる。女性の柔らかい唇の感触に私は身動きすらできなかった。

　それは一瞬ですぐに本田さんは唇を離すと私の目を覗き込んで視線を合わせた。

　目に映ったのは、今まで見たこともない笑みだった。可愛いと思えるほどはにかんだ表情。私はこの時脳細胞が活性するのを感じた。

（うそっ、マジ？　なんで？　うそっ、そ、そうなの？）

　本田さんは私が好きなの？　そうだったの？

　衝撃が強すぎて上手く対応できないでいると、彼女はいつもの表情に戻っていた。

「草壁部長には興味がないからご安心を。でもまだ茉奈さんのことは諦めてないから。男に愛想が尽きたらいつでも言ってね」

　にっこりと妖艶に微笑み彼女は去っていった。

　茫然自失の状態で閉じたドアを見つめていた。

「うそっ……」

　言葉になったのかならなかったのかもわからない。衝撃が大きすぎて私の脳はしばらく正常に動かなかった。




　人生とは不思議の連続である。

　どうして今、同時にいろんな衝撃的な出来事が舞い込んでこなくてはならないのだろう。

　まず、忘れられなかったトラウマとも言える先輩の出現。

　その人がすっかり記憶をなくし私が大事にしていた思い出すべてを忘れてしまったという衝撃。

　そして、ずっと苦手だった社長秘書の本田さんから予想外の告白をされた。

　いったい自分に何が起こっているのか理解できず迷子状態だ。

　迷路に迷い込んだみたいな気分だ。そんな状態で席に戻ったのだから仕事がはかどるわけがない。

　やる気満々の小池君から、仕事を振られるが、気持ちが追いついていかない状態だ。

「片倉さん、ちょっと」

　部長室から呼ばれ我に返る。

　すぐに席を立って、部長室に入った。

　ドアを閉めるように手で指示されてそれに従うと、今度は座るように促された。

　もうこのすべての動作には慣れてしまった。

　いちいち手で指示されなくても、何も考えずともこなしてしまうだろう。

「失礼します」と言って、デスク前の椅子に座ると、じっと観察するような視線を向けられる。居心地が悪くなるが、なぜだか体が火照り始めてしまう。

　こんなふうに見つめられると、どうしても思い出してしまうのだ。

　彼とふたりきりの時のあの視線を。

　そしてその後の激しい行為を……。

　ドキドキと心臓が速まる音が鼓膜に響き始める。喉がカラカラに渇き、緊張していることを意識する。手のひらが汗ばんでいるのを自覚してぎゅっと握りしめた。

　股の間がなんだか痺れたような甘い疼きが広がり、腰を動かしたくて仕方ない。それを堪えることに意識が集中してしまう。

　だから、彼がどんな顔で私を見ているかなんてわからなかった。

「様子が変だが、何かあったのか？」

　回答困難な質問を煮えている思考回路の時にいきなり投げかけられて、軽くパニックになる。

　今日一日精神が持つがどうか不安になってきた。

「い、いえ、特に……何も……」

　探るような視線を向けられ、硬直する。ゴクリと唾を飲み込む音がやけに大きく鳴った気がして、いたたまれなくなった。

　まるで何か悪いことをした犯罪者にでもなった気分になる。私は何も悪いことなんてしてないのに！

「では、どうしてそんなに挙動不審なんだ？　その件は今夜話そう。君の部屋に行くから先に帰っているように」

「えっ、きょ、今日って……火曜ですよ」

　会うのは決まって週末だったので、平日に来ると言われてたじろいでしまう。

「何か問題があるのか？」

「え、いえ……」

　今夜ずっと一緒にいてくれるのだろうか……。そんなことを考えるとすごく恥ずかしくなってくる。勝手に頬が熱く火照ってきて、動揺する。

　彼の視線がじっと顔に注がれているから尚更だ。

「その表情。顔を赤くさせて、恥ずかしそうにしているその顔。どことなく覚えがある。ああ……知ってる気が……」

　突然目を閉じ頭を抱え込んでしまった部長を見て私は咄嗟に立ち上がった。

（こ、これって……よくいう、フラッシュバックみたいな感じじゃない？　記憶が断片的に戻ってきてるとか？）

　こういうとき、話しかけていいのかどうかもわからず、オロオロと見守るしかなく、誰かに助けを求めたくなる。けれど、そんなことをしたら記憶喪失のことも説明しなくてはならなくなるし、絶対それはできないと、脳内で素早く結論を出した。

「だ、大丈夫？　先輩？」

　動揺のあまり昔の呼び名を使ってしまいはっとする。

　彼は頭を抱え、固まったまま微動だにしない。

「み、水！　水持ってきましょうか？　それとも、何か必要なものがあれば……言ってください」

　不安に押しつぶされそうになっていたことから、私のほうがすがるような声でそう聞いていた。

「い、いや、大丈夫だ。もう、収まった」

「お、収まった？　頭痛ですか？」

　顔を上げて視線が重なる。顔色は少し青いが、視線はしっかりしているように思えた。

「ああ、頭痛と、少し過去の映像が断片的に脳裏によぎった。高校生だった頃……その頃の君を見た。茉奈にしていたことを見た」

　カッと体温が高くなった。汗が皮膚から噴き出すほどだ。

　部長が何を言っているのか私の鈍い頭でもすぐに悟った。

　嬉しさよりも先に羞恥に襲われるなんて、ふがいない。でも次第に喜びが増していくのを自覚した。

「お、思い出してくれたんだ……。あの頃のこと」

「ああ、一部だが、今とそれほど変わらないな。まるで動物の発情期みたいにそれしかしてなかった感じだ」

　かなりあけすけな言い方に耳を塞ぎたくなった。確かにその通りなのだが言葉で言われると恥ずかしすぎて逃げ出したくなる。

「すまない。動揺していて、デリカシーのない言い方をしてしまった。もう行っていい。独りにしてくれないか」

　そう言われ、我に返る。

　このまま独りきりにして大丈夫だろうか？　と、不安に思ったが、私がいても大して役には立たなかったことには違いなく、言われたとおりにするべきなのかもしれない。

「わかりました。でも、あの、何か必要になったらいつでも言ってください」

「ああ、わかった」

　出ていくように手で支持され私は後ろ髪を引かれながら部長室を後にした。

　少なからず、彼は過去の失った記憶の一部を思い出したことには変わりない。

　つまり、もっと思い出してくれるかもしれない。

　しかし、すべてを思い出したら、どうして彼が私を捨てたのか……その理由も思い出すのだ。

　ずっと知りたかったその理由――それを、部長が思い出したとき、ふたりの関係が終わってしまうような気がして怖くなった。

　思い出されないことが悲しいなんて……そんなふうに思った自分を殴ってやりたい。もう今はこれ以上思い出してほしくないと思っている。

　なんて勝手なんだろう。

　草壁彰人を再び手に入れることができた今、もう二度と失いたくなかった。

　記憶が戻ればそのリスクを負うことになる……？　そんな不安が押し寄せてくる。

　すべてを思い出した後、それでも部長は私を好きでいてくれるのだろうか……？

　一度別れることを決意し、その理由を告げず姿を消すように海外留学したのだ。どんなに自分に都合のいいような理由を探しても、それは見つからなかった。

　部長の記憶が戻れば、きっと私はまた捨てられる――そんなふうに思えてならなかった。







（二）




　茉奈を部長室に呼び出しておいて、突然過去の記憶が脳内に映像として流れ始めた。結局、彼女に心配だけさせることになってしまった。

　そのことを考えないように仕事に集中することでなんとかその日を終えることができた。

　今何時かも把握していないことに気づく。

　未だに心が不安定で自分が何をしているのかわからなくなり、混乱してしまう。

　出社すれば必ず彼女に会えるというのに、その後も会いたくなり、彼女を支配したくなる自分を抑えられないことを自覚させられる。

　二十四時間、茉奈の傍で彼女のことを見ていたくて仕方がない。

　彼女が誰と親しくして誰と話しているのかさえ気になる始末だ。

　いったい俺はどうしてしまったのだろうか……？

　今まで付き合った相手にこんなふうに執拗な執着心を持ったことはなかった。

　しかし、こんな気持ちになったのは初めてではない気がする。

　いや、どことなく記憶がある。目が離せず、すべてが知りたくて、自分だけのものにしたいほど執着した人がいた。

　そう、そういう経験があるような、うっすらとベールに包まれたようなはっきりしない記憶が心によぎる。

　彼女は……茉奈？

　茉奈と高校の時に付き合っていたことはわかっている。

　その頃のことも断片的に思い出していた。

　俺が高三で、新入生の入学式の時、横を通り過ぎる茉奈に目を奪われた瞬間。まるでスローモーションのように俺の横を通り過ぎる彼女の姿を見つめていた。

　一目惚れ――など、小説とかドラマとかのご都合主義的な作り話だと思っていた。まさか、一目見た瞬間に何も考えられなくなって、目が離せなくなる状態になるなど想像してもいなかった。

　可愛い――それが第一印象だ。とにかくすべてが可愛かった。小柄なところも、小さくて丸い顔立ちも人形みたいで、そして柔らかそうな少し癖のある髪をポニーテールにしていて、そのうなじの白さに目を奪われた。

　あんな可愛い子が同じ高校にいるなんて信じられないと、感動した。

　絶対誰よりも先に、自分のものにしなくてはやばい。冷静になったときに考えたのはそこだった。ほかの誰かに取られる前に俺の彼女にする。それしかもう考えられなかった。

　危機感が行動力を後押しし、俺はすぐに彼女が片倉茉奈という名だと知った。そして、待ち伏せし、偶然を装って話しかけた。――そこで、その場面は途切れた。

　覚醒し、現実に戻ってきた時、自分の鼓動が激しく打ち付け、胸が苦しくてうっすらと手のひらが汗ばんでいた。

　そして今日、茉奈を目の前にしてまた発作的に脳裏に過去の記憶が流れ始めたのだ。

　顔を赤く火照らせた茉奈の表情を見た瞬間、それは脳裏によぎった。

　ぷっくりと膨れた赤い唇から漏れる熱い吐息。

　茉奈の体をまさぐり、その滑らかな肌の感触に酔いしれている自分。

　茉奈の肌は吸い付くような弾力があり、とても気持ちがいい。ずっと触っていたいと思うほどだった。唇で啄むともっと気持ちがよかった。肌の匂いが甘酸っぱくて、俺を興奮させた。舌で味わうと、夢中になって舐めてしまう。そうなると、茉奈は恥ずかしそうに喘いだ。声を出さないように両手で口を押さえているから、彼女の体は俺の思いのままだった。

　体をくねらせ快感に悶える茉奈に煽られ、欲望を抑えることは不可能になった。

　茉奈が泣いても止めることができない。もっと優しくしなくては……そう思うのに、止めることができない。

　もっと感じさせてむちゃくちゃにしてやりたい。そんな支配的な自分の本心が顔を出し、俺を乗っ取り制御できなくなっていった。

　ベッドの上で動かなくなった茉奈。

　疲れ切って眠っている姿が、まるで獣に食い殺された死骸のような錯覚に陥り恐ろしくなった。

　このままじゃ……本当に茉奈を殺してしまうかもしれない……。

　冷水を浴びせられたように俺は覚醒した。

　茉奈が心配そうな表情で俺を見つめていた。

「頭痛ですか？」と、聞かれた気がするがその辺はよく覚えていない。

　高校生の頃、どんなふうに彼女に接していたのかを思い出したと……告げた気がする。

　そう、あの頃の感情を思い出したのだ。

　俺は、自分のしていること、自分の感情、制御できない欲情が恐ろしかったのだ。これ以上茉奈の傍にいれば自分を見失ってしまうのではないかという恐怖に駆られていた。

　一度抱いてしまった恐怖は増していくばかりだった。茉奈への独占欲は強くなるばかりでとても収まる兆しはなく、このままでは本当に茉奈を監禁してしまうのではないかと感じて逃げるように渡米した。

　そのことをはっきりと思い出した。

（俺は……彼女を愛していた……。いや、自分を見失うほど夢中だった……）

　自覚してしまった途端、強い頭痛に襲われ、頭を抱える。激しい頭痛の中、脳内で数々の場面がひっきりなしに流れ続けていた。時系列がバラバラで混乱させられ、余計に頭痛がひどくなる。

　それでも確かに確実に茉奈との過去を思い出していた。

　自分がどんなひどいことを彼女にしたのかを……。

　――何の説明もなしに彼女との関係を一方的に終わらせた。

　それがどれほど彼女を傷つけたのか、彼女の発言を思い出し理解した。

　記憶をなくしていたから理解できなかった。けれど今ならなぜ茉奈があんなに俺が何も言わずに去っていったということを訴え続け、理由が知りたいだけだと言い続けたのかがわかった。

　自分は本当にひどい方法で彼女との関係を断ち切り、逃げたのだ。

　説明しなくては……。

　部長室を出ると、もうすでに茉奈は帰った後だった。

　海外事業部も営業部にも人影はなかった。すぐに帰る支度をし、彼女のマンションへ向かった。

　タクシーよりも地下鉄を使った方が早いだろうと判断し、電車に乗り込む。

　車内はいつもよりも混み合っていて、未だに人混みの中に慣れていないのだと自覚した。長く海外生活を送っていたことから、車での移動になれている身としては人の多すぎる場所はどうしても息苦しくなる。

　いつも以上に神経が昂るせいか、動悸が激しくなる。

　フラッシュバックのようなものが起こる時と似ている気がして、余計に不安に駆られた。

　今、自分を見失うわけにはいかないと、つり革を握りしめながら呼吸を整えようと深呼吸する。自分が動揺していることを自覚していた。次第に記憶が戻るにつれて強くなる罪悪感。それを上塗りするような強い情欲。

　これを愛と言っていいのか正直戸惑ってしまうほど、茉奈への執着心が強すぎると自覚している。

　そんなことを考えていたら、何も起きずに最寄り駅に到着した。

　駅を出ると心が焦り始め早足から駆け足へと変わっていく。早く茉奈の顔を見たかった。見てしまった後、何をどう言えばいいのかわからない。常に冷静沈着でいるために、段取りは入念にするように心がけているのに、まったく脳がそのように動いてくれない。

　感情ばかりが先走り、冷静にさえなれない状態だ。自分が高校生だった頃と意識がかぶる。茉奈に一分一秒でも早く会うために全速力で走って彼女の家に通っていたあの頃、こんなふうに茉奈のことだけを考え、走っていた。

　数分が何十分も走ったような気がするほど脚が重く感じ始める。

　その時――。

「先輩？」

　目の前に自分を見つめる茉奈がいた。

　過去と現在、意識が混濁していてすぐに何が起こったのか理解できなかった。

「コンビニでおつまみと、ビール買ってきたの。何もなかったから」

　茉奈のはにかんだような笑みを見て、そしてその言葉にこれは過去ではなく現実だと自覚した。自分の精神状態が不安定だということは理解していたはずなのに、こんなふうに目の当たりにすると堪えるものがある。この自分の状況を、付き合っている相手には説明するべきだと思う。けれど、茉奈はこんな俺を受け入れられるのだろうか……。そうでなくてもひどいことをしてしまっているのだ。

「もしかして、すごく疲れてる？　平日は……やっぱりきついよね。あ、でも部長がうちに来てくれるのはすごく嬉しいことには変わりないんだけど……」

　胸の奥深くがぎゅっと締め付けられるような圧迫感と同時に切なさが込み上げてくる。

　こんな感情を過去に……忘れてしまった過去に感じていたような気がした。

「茉奈」

「はい？」

　優しい笑顔。目に入ったその表情に懐かしい気持ちが膨れ上がる。この顔を見たことがある。覚えている。

　彼女に何もかもさらけ出さなくてはならない――俺は決意した。自分の脳がどうなっているかなどわからない。しかし、自分は普通ではないのだということを説明しなくてはならない。

　冷静になろうと深呼吸をした。足を止めた俺に向き合う形で茉奈が優しい眼差しで包み込んでいる。

　その表情に懐かしさが込み上げてくると同時に愛しさを感じた。茉奈のすべてが俺をこんな気持ちにさせていたことを思い出した。

「断片的に……記憶が戻っていて、過去、君と関係を持っていたことは理解してる」

「あ、う、うん。わかってる。でも、過去のことは、何も気にしなくていいから。今の私を好きだと言ってくれるだけでいいの。過去は過去。変えられないし戻れない。今が大事でしょ？」

　そう言われればそうだ。茉奈との過去のすべてを思い出せないことはやるせないが、今が大事なことには変わらない。

「それでも、言っておきたいことがあるんだ」

　そう言った刹那、また過去と現在が混濁し始め、心拍数が上がって息苦しくなる。

「先輩、大丈夫？　無理しなくていいから……。思い出さなくてもいいから。むしろ、思い出してほしくないの。私を捨てた理由なんて知りたくないの！」

　茉奈の叫び声が脳内にこだまし、瞬時に理性が焼き尽くされていく。無意識のうちに彼女の肩を鷲掴みにしていた。

「捨てた理由……だと？」

　自分の声じゃないみたいに低く、震えていた。

「捨てられたと……思ってたんだな……俺に……」

「えっ、あ、そ、そうとしか……思えなくて……でも、もうそんなことどうだっていいから」

「どうでもいいことではない！」

　自分でも驚くほど大きな声が出た。感情が昂っているのを自覚し、冷静になろうと目を閉じて深呼吸した。

　手のひらに感じる茉奈の体温の感触に平常心が保たれているような気がする。

「俺は……逃げたんだ。茉奈から……」

「逃げた？　なぜ？」

　即座にそう問われると罪悪感から狼狽してしまう。すぐに返事ができず、彼女を見つめることしかできなかった。真摯な眼差しを前にして、正直にならなくてはならない。

「なぜなら、あのままでは……茉奈をヤリ殺してしまうと怖かったからだ。それほど、俺は茉奈に夢中だったんだ。自分を見失うほどに……」

　驚愕のあまり目を見開き言葉を失くしたように口を半開きにさせて俺を凝視する茉奈を見つめ続けた。

「や、ヤリ殺すって……今言ったの？　ほんとに？」

　彼女はぷっと噴き出している。その表情を見て少し気持ちが楽になる。

「ああ、あの頃は本気でそう思っていた。それを思い出したんだ。それが理由で君から逃げるように渡米した。未熟だったとしか言い様がない……しかし、今の俺は大人だ。けれど、俺の脳は……上手く機能していない……」

　ぎゅっと腕を掴まれた力強さに瞠目する。

「私は、目の前にいる草壁部長に恋したの。同じ草壁彰人という人に二度目の恋をしたの。その意味わかる？　記憶なんてどうだっていいの。もういいの。だって……記憶が戻らなくても、一からやり直すことはできるって部長が言ったんじゃない！　私もそう思う。だって今こんなに幸せだもの」

　冷水を浴びせられたように、意識がはっきりと覚醒されたように感じた。

　過去に、深く共有し合った思い出があるのに、それを思い出さなくてもいいと言われたことは衝撃だったが、それ以上に、その理由が二度目の恋を俺にしたからだと、そして今が幸せだから――と。

　自然に弛緩する顔の筋肉。笑みを抑えることはできなかった。同時に頬に流れる涙を感じた。

（俺は……泣いてるのか？　嬉しくて……？）

　自分の身に起こっている現象がわからず困惑してしまう。茉奈を見ると彼女も目に涙をためていて、それが街頭の光に反射しキラキラ輝いていた。

　その輝きにしばし魅入られる。綺麗だと心から感動していた。はらりと涙の粒が瞳から溢れ出し頬を伝い落ちるのを見た。こんなふうに涙がこぼれ落ちるその瞬間を見たのは初めてで、感動を覚える。

　感動しすぎて言葉が出てこなかった。ただ、茉奈を独り占めにしたいという願望に忠実になる。なんてことだ。また俺は彼女に心を持っていかれたのだ。記憶がなくなろうとも、想像もつかない困難に見舞われようとも俺は何度も彼女に恋をするのだろう。

　そんなふうに確信した。

「帰ろう。君の家に」

　茉奈は俺の腕にその細い腕を絡めてくる。それはとても力強かった。

「ええ、帰りましょう」

　即答した茉奈が愛おしくて堪らなくなった。







（三）




　部屋に入ったと同時に抱きしめられる。力強い抱擁が気持ちの強さを表しているように感じられ、心臓が早鐘を打ち始める。

　突然姿を消してしまった理由を聞いて、思いもしなかった真実が嬉しくて、感情が昂り熱くなってしまう。

　高校生の頃、初めて恋をした先輩と、社会人になって上司として現れた草壁部長がこれで、ぴったりと重なった。記憶をすべて思い出さなくても今私を抱きしめているのは紛れもない私のよく知る草壁彰人だ。

　重なり合う心臓の音が激しくなる。

「あり得ないほどドキドキしてる……」

「うん。だって……気持ちが通じて、先輩が戻ってきたって思うとすごく嬉しくて……」

「いや、俺の心臓が……。こんなにドキドキすることは今までなかったから」

　顔を覗き込まれ視線を合わせる。潤んでいて目の辺りがほんのりと赤く染まっているのがすごく官能的で、欲情が急激に加速する。体が熱くなり、子宮の辺りが切なく疼き始めた。

　堪らなくキスしたくなり、私は我慢できずに両手を部長の首に回すと、引き寄せるようにして、自分から唇を重ねた。

　最初は重ねただけだったのが、すぐに熱を帯びた濃厚なものに変わる。舌を絡め取られると背筋に甘い震えが走った。ぎゅっと抱きしめられると、重なり合った体から感じる熱が服の上からでも伝わってきて、私の体温を上げた。

　いつの間にかスーツのパンツのボタンを外され、ファスナーを下げられていた。濃厚なキスに感じて体が震える度に、お互いの体が擦られる。そうしているうちに、中途半端に脱がされかけていたパンツはずれ落ち、あっという間に足下に絡みつくようにして落下した。

　素足が彼のスラックスの生地に擦られる。その感触にさえゾクゾクさせられる。秘所からしとどに蜜が溢れ出し下着を濡らしていた。

　喘ぎ声にならない声が喉元で震える。舌を絡み合わせる動きに激しさが増し、唾液が唇の端から溢れ出てしまう。

　クチュグチュと淫靡な音に羞恥心を煽られる。恥ずかしくてさらに体温が上がり、全身が敏感になった。

　玄関のドアに体を押しつけられ、唇が不意に離れた。その後、首筋をなぞられ、ゾクゾクとした快感が全身に駆け巡る。

　声を出さないように思わず両手で口を押さえた。

　ブラウスははだけ、肌が露わになっている。ブラを持ち上げられた状態で、先端をなぶられる快感に腰が震えた。激しい息遣いは止めることができなくて、声を漏らさないようにするだけで精一杯だ。

「ふぅんっ……んんっ……」

　声にならない喘ぎ声は手のひらで遮られて、くぐもった音に変わる。感度が上がり、快感が止まらなくなる。

　蜜がドクドクと溢れている。その感触に腰が大きく上下する。その度に彼の股間に秘部を擦りつけているように当たってしまい、男の欲望の力強さを否が応でも意識させられた。

　だって、私の体はそれを知っている。この熱で胎内を支配されればどれほどの快感を得られるのかを……。

「お願い……もう、きて……」

　切羽詰まっているからか、声が震えて涙声になっていた。

「だめだ、もっと茉奈を感じさせてからだ」

「いやっ、今すぐ、今すぐ欲しいの。お願い」

　いつもなら限界まで焦らされ、何度も絶頂を味わわされ、咽び泣くほど追い詰められる。けれど、今はそれはイヤだった。

　今は意識をしっかりと持っていたかった。どんなふうに彼が私を抱くのか――その表情を見て、知っておきたかった。私の記憶に刻んでおきたい。

「お願い。今すぐ」

　もう一度そう言うと彼は私の胸から顔を上げた。

　脚を力強い手で持ち上げられる。下着をずらされ、熱の塊を濡れそぼつ敏感な場所に押しつけられた刹那、ぐっと押し込まれる感覚に悲鳴のような声が出た。

　両手で力強く口を押さえる。

　激しくなる動きで体が上下し、いつもは冷たい玄関のドアが熱く感じられる。

「茉奈……愛してる。俺もお前にまた恋をしたんだ。二度目の……」

　耳を食むようにして直に鼓膜に響いたその言葉を聞いた瞬間、私はクライマックスを迎えた。

　全身が震え、躍動する。強烈な快感だった。

　口に当てた手を離され、唇が重なる。絡まり、埋められ、侵略される。私のすべてが草壁彰人と一体になる。

　どんなに辛い思いをしても忘れられなかったたった一人の愛する人。

　その人と一体感を感じることができたことに私は得も言われぬ幸福感に包まれた。

　きっと私たちは、これから何があっても、たとえ記憶をなくしたとしてもお互いを求め合う――そんなふうに思えた。

「んふっ……ん、ぁ……」

　ガクガクと全身が波打つのが激しい抽挿のせいなのか、それとも強烈な絶頂感のせいなのかはわからない。

　白い閃光が見えるほどの快感に私は我を忘れた。

「茉奈……」

　名前を呼ばれうっすらと意識を取り戻す。

　顔を覗き込む人の顔を視線に捉え安堵した。

「部長……」

　草壁部長が優しく微笑んでいる。

　どうやらベッドに寝かされているようで、顔を見下ろされている状態だった。

「もう過去の俺を許してくれるか？」

　そう言われ瞠目する。私はすぐに頷いた。部長の表情が笑顔になると私も嬉しくなる。

「愛してる茉奈。また記憶をなくすようなことがあったとしても俺はお前に何度でも恋をする……。そう確信してるんだ」

　はっと息を吸い込んだ刹那、鼻がつんと痛くなった。涙が溢れ出しそれは勢いよく目尻からこめかみに流れ落ちる。

「私も……私もそう思った。何度もどんなことがあっても、草壁彰人に恋をする。絶対に」

　コツンとおでこがぶつかった。

　お互いの額を合わせ、かすむ視界の中に愛しい人の瞳がある。その瞳から涙の滴がこぼれ落ち、私の瞼を濡らした。










エピローグ











「営業部はこれから定時で帰宅。もし、残業が必要な場合は申請するように」

　草壁部長のバリトンの声が会議室に響き渡った。

　今ここにいるのは営業部全員、そして社長。もちろん社長秘書もいる。

　クオリティを高めるにはだらだらと仕事をしないこと。脳を休めるためにも休憩は必須、休憩を挟まない五時間以上の動労は禁止だと改革案を出したのだ。しかし、移動時間は省く。

　社長は頷いただけで反論する様子はない。

（うわぁ、かっこいー）

　改めて草壁部長に羨望の眼差しを向けてしまう。

　会議中だというのに、いけない。ふと視線を感じて無意識にその方に目を向けてしまう。

（あ……）

　本田さんと目が合い、意味深な笑みを向けられ、覚醒した。

　にやけている場合ではない。仕事中はもっと気を引き締めなくては……。

　気持ちを通じ合わせてからというもの、私は仕事とプライベートの区別をつけることに、手を焼いていた。

　半同棲生活を送っているに等しい今の状態が夢のようで、しかも十年経っても忘れられなかった元カレで現上司、その彼から記憶をなくしていても私に二度目の恋をしたのだと言ってもらえたのだ。

　私は幸せだ。

　たとえすべての記憶を取り戻せなくても、私は今の草壁部長に夢中だ。そう、私も草壁彰人に二度目の恋をしているのだから。

　彼は完全に誤解していたみたいだけれど、激しく求められ、快感に我を忘れて夢中になっていたのはお互い様だった。それにそんなふうに夢中になってほしいと願っていたのは私なのだから。情熱的に求められることが嬉しくないわけがない。

　今も何らあの頃と変わらない。執拗な愛撫に蕩かされ、グズグズに快感に引きずり込まれてしまう。今朝もそうだったから、未だに秘部がジンジン痺れている。思い出すなと言う方が無理だ。

　胎内に入ってきた熱の塊の力強さを思い出し甘い痺れが全身に駆け抜ける。ここが会議室だというのに、ひとたび淫靡な記憶が呼び起こされてしまうと消し去ることは簡単ではない。体が火照り出して、喉が渇いているのを意識する。呼吸が激しくなるのを必死で抑えていると、皆が席を立ち始め、次々と会議室から出ていった。

　私が悶々としている間に、会議は終わっていたようだ。

　慌てて机の資料をまとめて、席を立つ。その時、部長が私の横で足を止めた。

　ドキン――と、心臓が大きく打ち付けたのを合図に鼓動が速くなる。

「続きは帰宅後だ、茉奈」

　耳元でそう囁かれて、思わず喘いでしまいそうになるのを寸前で堪える。あまりにあけすけな言葉だったので、衝撃が強すぎてすぐに反応できなかった。その隙に彼は会議室を出ていっていた。

　ゴクリと唾を飲み込んだ。

　私の人生は、元カレの再来により刺激的に変わっていくことを余儀なくされたようだ。

　むふっ――と、笑みが零れた。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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